
































1-13

科目によって、レポートの提出により成績評価を行う場合があります。

＜提出方法＞

・担当教員が提出方法、日時を指示し回収する場合はそれに従ってください。

・レポートの用紙、形式については指示に従ってください。

・ レポートには必ず所定の表紙（S*map のキャビネットからダウンロードできます）

をつけ、原則として左上１個所で綴じます。

定期試験、追試験又は再試験において不正行為等 ( 以下のものをいう。）を行った場合

は、「試験中の不正行為に関する懲戒規準」によって処分されます。（諸規程を参照 )

【筆記試験の場合】

１）当該試験科目に関係するカンニング用の紙片、授業に関連した情報が入力されて

いる情報機器等の不正行為に使用できる物を使用可能な状態で所持する行為

２）隠し持ったカンニング用の紙片若しくは他人の答案を見て、又は情報機器等を使

用して解答する行為

３）他人に代わり受験し、又はこれを依頼する行為

４）試験監督の指示に従わない行為

５）その他試験に関し不正行為と見なし得る行為

【レポート、作品等の場合】

１）他人の論文、出版物、ウェブサイト、作品等から、適切な引用処理を行わずに流

用する剽窃行為

２）他人が作成したレポート等を、自己の名前又は前後関係や語句等を書き換えて提

出する行為

３）レポート等の作成を代行する企業又は個人等の他者に作成を請け負わせ、納品物

を自己が作成したものとして提出する行為

４）データの捏造、改ざん等を行う行為

５）その他公正な成績評価を妨げると認められる行為

試験において不正行為を行い、訓告、停学又は退学の懲戒を受けた者は、その試

験期間内に実施した全科目（訓告の場合は当該科目のみ）の成績が「失格」評価と

なり、追試験、再試験を受験することもできません。また、懲戒処分の対象となら

ない場合においても、授業担当教員により成績評価に反映されます（減点又は「失

格」評価として取り扱う）。

授業中・試験期間外に実施される（小）筆記試験や（小）レポートに不正行為が

あった場合においても授業担当教員により成績評価に反映されます（減点又は「失

格」評価として取り扱う）。

６．レポート

７．不正行為
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成績評価基準は、次のとおりとします。

判定 評語 評 価 の 基 準

合格

Ｓ又はⓈ 100 点〜90 点 当該事項の到達目標の内容をほぼ完全に理解し、
説明できるものと認められる。

Ａ又はⒶ 89 点〜80 点 当該事項の到達目標の内容を十分に理解し、説
明できるものと認められる。

Ｂ又はⒷ 79 点〜70 点 当該事項の到達目標の基幹部分は理解し、説明
できるものと認められる。

Ｃ又はⒸ 69 点〜60 点 当該事項の到達目標のうち、最低限の部分は理
解し、説明できるものと認められる。

不合格 Ｄ 59 点以下 当該事項の到達目標に及ばない。

失格 失
授業を３分の１以上欠席している場合
授業又は試験において不正行為があった場合

欠席 欠 試験の受験資格を有するが、受験しなかった場合

認定 Ｎ又はⓃ 他大学で修得した単位及び資格の取得等により本学の成績基準
で読み替えができない場合の単位認定科目

（注） 丸つき評語は、外国の大学において修得した授業科目の評価を本学の授業科目を単位修得したものとみ
なして単位認定する場合に使用する。

試験の成績評価又は不合格に対して疑問がある場合は、指定期間内に教務課（係）

に疑問調査を願い出ることができます。

８．成績評価基準

９．成績評価に

関する調査
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本学では様々な分野の学問に触れることができる総合大学の利点を最大限活用し、

学生が幅広い教養を学ぶことができるよう教養教育の再構築を進めてきました。そし

て、2015 年度から教養教育科目を全学部で共通化し、原則としてみなさんは全ての

教養教育科目を履修することができるようになりました。例えば、「歴史」の科目を受

講したいと思った時、自分の学部の「歴史」だけでなく、他の学部の「歴史」からも

選んで受講できます。

ただし、一部の科目については、受講者数等の都合上、他の学部で受講することは

できません。

他の学部で開講されている教養教育科目が掲載された「時間割」は、新入生オリエ

ンテーション又は在学生ガイダンス（２年生のみ）の際に配付します。みなさんは、

履修を希望する科目を、履修登録期間中に S*map で登録する必要があります。ただし、

受講希望者が、授業の定員数を上回った場合、受講者を抽選することがあります。（抽

選は、その科目が開講されている学部の学生を優先します。）

＊科目ナンバーのルールについては、第 2 部を確認してください。
領域 科目名 単位数 配当学年 科目ナンバー＊

領
域
１

思
想
と
表
現

哲学 2 1 ZK01-TE―010
文学 2 1 ZK01-TE―020
芸術 2 1 ZK01-TE―030
心理 2 1 ZK01-TE―040
言語 2 1 ZK01-TE―050
人類学 2 1 ZK01-TE―060

領
域
２

歴
史
と
社
会

歴史 2 1 ZK01-HS―010
法 2 1 ZK01-HS―020
日本国憲法 2 1 ZK01-HS―030
経済 2 1 ZK01-HS―040
社会 2 1 ZK01-HS―050
地理 2 1 ZK01-HS―060
教育 2 1 ZK01-HS―070

領
域
３

自
然
と
科
学
技
術

物理の世界 2 1 ZK01-NS―010
化学の世界 2 1 ZK01-NS―020
環境の科学 2 1 ZK01-NS―030
地球の科学 2 1 ZK01-NS―040
生命の科学 2 1 ZK01-NS―050

領
域
４

数
理
と
情
報

数理の世界 2 1 ZK01-MI―010
統計の世界 2 1 ZK01-MI―020
コンピュータと情報Ⅰ 2 1 ZK01-MI―031
コンピュータと情報Ⅱ 2 1 ZK01-MI―032

３．全学共通

４．履修方法

５．授業科目

履
修
要
項
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６．その他

領域 科目名 単位数 配当学年 科目ナンバー＊

領
域
５

言
語
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

外国語（英語Ａ） 1 1 ZK01-LC―010a
外国語（英語Ｂ） 1 1 ZK01-LC―010b
外国語（英語Ｃ） 1 1 ZK01-LC―010c
外国語（英語Ｄ） 1 1 ZK01-LC―010d
外国語（ドイツ語Ⅰ） 1 1 ZK01-LC―021
外国語（ドイツ語Ⅱ） 1 1 ZK01-LC―022
外国語（フランス語Ⅰ） 1 1 ZK01-LC―031
外国語（フランス語Ⅱ） 1 1 ZK01-LC―032
外国語（中国語Ⅰ） 1 1 ZK01-LC―041
外国語（中国語Ⅱ） 1 1 ZK01-LC―042
外国語 ( ポルトガル語Ⅰ ) 1 1 ZK01-LC―051
外国語 ( ポルトガル語Ⅱ ) 1 1 ZK01-LC―052
外国語（スペイン語Ⅰ） 1 1 ZK01-LC―061
外国語（スペイン語Ⅱ） 1 1 ZK01-LC―062
外国語（ハングルⅠ） 1 1 ZK01-LC―071
外国語（ハングルⅡ） 1 1 ZK01-LC―072

領
域
６

健
康
と

ス
ポ
ー
ツ

健康とスポーツの理論 2 1 ZK01-SP―010
健康科学※ 1 1 ZK01-SP―020
スポーツ実習 A 1 1 ZK01-SP―030a
スポーツ実習 B 1 1 ZK01-SP―030b

領
域
７

女
性
と
キ
ャ
リ
ア

ファーストイヤーゼミ 1 1 ZK01-WC―010
仕事学入門 2 1 ZK01-WC―020
ライフデザイン 2 1 ZK01-WC―030
ピア・サポート理論と実践 2 1 ZK01-WC―040
キャリア形成実習Ⅰ 1 2 ZK01-WC―050a
キャリア形成実習Ⅱ 1 2 ZK01-WC―050b
ジェンダー論入門 2 1 ZK01-WC―060
安全学 2 1 ZK01-WC―070
日本語表現法基礎 2 1 ZK01-WC―080
時事問題の理解 2 1 ZK01-WC―090

※「健康科学」は教育学部でのみ開講します。

※必修科目や領域ごとに必要な単位数等は、学部・学科で異なります。

※配当学年は、学部によって異なることがありますので、詳しくは第２部の教養教育科目のページを参

照してください。

詳しくは、新入生オリエンテーション又は在学生ガイダンスで説明します。

履
修
要
項
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１）履修手続を完了した学生は、科目開設大学における「単位互換履修生」又は「特

別聴講生」となり、それぞれの大学において定められた範囲内でのサービス等を受

けることができます。

２）科目開設大学によっては、単位互換履修生（特別聴講生）の身分証明書を発行します。

３）休講等にかかる連絡は、原則として科目開設大学において掲示等で案内されるほか、

学生所属大学への通知によって行われます。

４）受講科目を履修し、科目に定められた方法による試験等に合格すれば、単位の認

定を受けることができます。

１）それぞれの科目に「履修条件」や「募集定員」等があり、出願にあたっては科目

ごとの諸条件をよく理解してから申し込んでください。

２）科目開設大学へのアクセスについても考慮し、所属大学での時間割とあわせて無

理のない履修計画をたててください。履修登録したにもかかわらず、通学条件等の

理由で途中から受講を放棄しなければならないケースも予想されます。

３）卒業年次の学生は、自分の卒業所要単位修得状況や見込みにも注意してください。

単位互換科目の受講可否や単位修得の可否が卒業に影響する場合は申請できません。

４）科目開設大学の学年暦にもよく目を通し、履修・試験・単位認定に関わる諸条件（日

程を含む。）を十分理解するよう心がけてください。

５）履修許可された後（授業期間の途中も含む。）の科目の受講の取り止めは原則とし

てできません。やむを得ず科目の受講を取りやめなければならない状況になった場

合、速やかに教務課まで申し出てください。

６．履修期間中

７．その他の注意

事項

履
修
要
項
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＜研究活動の基本事項＞
レポート・口頭発表資料・卒業論文・修士論文等の作成に当たり、調査や研究に取り組むことになり

ますが、その中に、意図的でないにしろ、不正行為となってしまう例が多々ありますので、以下のこと

を踏まえて、研究活動を進めていきましょう。

①研究を行うに当たっての責任

研究を行うに当たっては、関係法令や本学の諸規程を遵守するとともに、社会からの信頼と負託の

上に成り立っていることを自覚し、良心と信念に従い誠実に行わなければなりません。

②情報・データの収集及び管理

研究に関する情報やデータは、科学的かつ一般的に妥当と考えられる方法、手段により、収集、保

管を行わなければなりません。

③インフォームド・コンセント

人の行動、思想信条、環境、心身等に関する個人情報、データ等の提供を受けて研究を行う場合は、

提供者（被験者）に対し、事前に研究の目的、収集方法等について分かりやすく説明し、書面等によ

り提供者の同意を得る必要があります。

④個人情報の保護

個人情報の取扱いについては、関係法令や本学の諸規程を遵守し、利用目的の明確化、内容の正確

性の確保等の適正な取扱いに努めるとともに、資料、情報、データ等の管理に万全を期し、他に漏ら

してはなりません。

⑤研究機器、薬品等の安全管理

研究実験で研究装置・機器、薬品及び材料等を使用する場合は、関係法令や本学の諸規程を遵守し、

その安全管理に努めるとともに、責任をもって処理しなければなりません。

⑥研究成果の公表等

研究の遂行及び成果の発表では、他者の知的財産の侵害、捏造、改ざん、盗用、不適切なオーサーシッ

プ等の不正な行為を行ってはなりません。

⑦差別、ハラスメントの排除

研究活動のすべてにおいては、個人の人格及び自由を尊重し、属性、思想、信条等による差別、ハ

ラスメント行為を行ってはなりません。

以上

履
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履
修
ガ
イ
ド 人間関係学科

人間関係学科は、教育の目的を実現するためにカリキュラムを次のように編成します。
１．全学共通科目として「人間論」を必修とし、教養教育科目と専門教育科目をバランス

良く配置します。
２．専門教育科目は、学部共通科目として、「人間関係論 A」「人間関係論 B」を、学科

共通科目として「人間関係の諸相 A」「人間関係の諸相 B」「人間関係の諸相 C」を必修
とし、人間関係に関わる多様なテーマに焦点を当てた科目を配置します。

３．人間と人間関係の多様性を軸に、各々の関心に合わせて科目を履修しテーマを探究す
るための 6 つのモジュールを設けます。社会、福祉、教育、ジェンダー、コミュニケーショ
ンなど人間関係に関する複数の専門分野を中心に学ぶ「生 / 性の多様性」「生活と福祉」

「若者と居場所」、及び人間の心理や文化の視点を加えて学ぶ「職業とライフキャリア」「子
どもと子育て」「生命・身体・文化」です。１つ以上のモジュールの履修を卒業要件とし、
卒業時に卒業証書に加えてモジュールの履修証明を交付します。

４．少人数対話型授業を４年間にわたり配置します。１年次は「ファーストイヤーゼミ」、
２年次は「基礎演習 A」「基礎演習 B」、３年次は「卒論事前指導ゼミ」、４年次は「卒
業論文」です。さらに、３、４年次では、多様な個性や特性を相互に認める幅広い視野
を持ち、人間関係に関わる諸問題を解決する上で必要な創造力、批判的思考力、実践力
を身につけるために、「ケースメソッド」「演習」など体験型授業を配置します。

心理学科

心理学科は、教育の目的を実現するため、次のような方針に基づいてカリキュラムを編
成します。
１．全学共通科目として「人間論」を必修とし、教養教育科目と専門教育科目をバランス

良く配置します。
２．専門教育科目は、学部共通科目として「人間関係論 A」「人間関係論 B」を、学科共

通科目として心理学の基礎科目と方法論である「心理学概論」「心理学研究法」などを
必修とし、学生が、人間と心理に関する基礎的知識や汎用的技能を身に付けた上で、発
展科目や関連科目を履修することができるように配置します。

３．多様な関心を持った学生が、各々の関心に合わせて専門教育科目を履修し各領域を
深く学べるよう、7 つのモジュールを設けます。心理学の基本的領域である「対人関係
と社会」「認知と行動」「生涯発達と支援」「心理臨床と医療」、及び心理学に関連した幅
広い領域である「職業とライフキャリア」「子どもと子育て」「生命・身体・文化」です。
１つ以上のモジュールの履修を卒業要件とし、卒業時に卒業証書に加えてモジュールの
履修証明を交付します。

４．専門的な学修を確実に進められるよう、少人数の実践的な科目を４年間にわたり配
置します。１年次は「ファーストイヤーゼミ」、２年次は「心理学実験」「心理学特殊実
験」、３年次は「卒論事前指導ゼミ」、４年次は「卒業論文」です。さらに３、４年次には、
様々な心理学研究法や実践的な方法を用いて具体的な課題に主体的に取り組む「ケース
メソッド」「演習」の体験型授業を配置します。

教
育
課
程
編
成
・
実
施
の
方
針（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
）

＜教員による支援＞
人間関係学部は、履修にあたり学生の興味関心と自主性を尊重していますが、同時に、学生生活の

あらゆる面で教員が学生を支援できるように、必要な配慮もしています。上記の教育課程の実施にあ
たり、勉学の面での支援はもちろん、進路選択、心身の健康、人間関係など学生生活のあらゆる面に
ついて、教員が学生を支援できる体制を人間関係学部は目指しています。
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＜科目ナンバリングとは＞

１．科目ナンバリング

椙山女学園大学では、履修計画を立てる際の指針となるように、全ての科目に固有のナンバーを設定して

います。この科目ナンバリングでは、学修の段階や順序、受講科目の分野やレベルを確認し体系的な履修

が可能となるよう設定してありますので、履修計画を立てる際の指針として役立ててください。

２．科目ナンバリングのルール
① 開講学部

学科
② カリキュ

ラム上の
分類に基
づく番号

③ レベル ④ カリキュ
ラム上の
分野

⑤ 学部学
科独自
の領域

⑥ 識別番号 ⑦ 領域内
履修順序

⑦ 補助 ⑧ 科目属性

ＬＮ １ １ ‐ ＡＡ ― ０１ ０ a ‐ Y

① 開講されている学部学科を表しています。

ＬＮ 管理栄養学科 ＣＩ 文化情報学科

ＬＥ 生活環境デザイン学科 ＣＭ メディア情報学科

ＬＫ 生活科学部共通 ＣＫ 文化情報学部共通

ＣＦ 国際言語コミュニケーション学科 ＭＭ 現代マネジメント学科

ＣＣ 表現文化学科 ＥＮ 子ども発達学科 保育・初等教育専修

ＣＳ 国際コミュニケーション学部共通 ＥＥ 子ども発達学科 初等中等教育専修

ＨＲ 人間関係学科 ＥＫ 教育学部共通
ＨＰ 心理学科 ＮＵ 看護学科
ＨＫ 人間関係学部共通 ＺＫ 全学共通科目

② カリキュラム上の分類を表しています。

０ 教養教育科目 ４ 学科の学びを応用・発展させる科目、
視野を広げる科目

１ 学部の学びの基礎となる科目（学部共通） ５ 大学院科目

２ 学科の学びの基礎となる科目 ９ 資格専門科目

３ 学科の学びの基幹となる科目

③ 科目のレベルを表しています。

１ 導入レベル科目（基礎となる科目） ４ 上級レベル科目
（専門領域の上級レベル科目）

２ 初級レベル科目（基礎から専門的レベル
への橋渡しとなる科目） ５ 大学院修士レベル科目

３ 中級レベル科目（専門領域の中核となる
科目） ６ 大学院博士レベル科目

④ 各学科のカリキュラムでどの分野に位置づけられている科目かを表しています。（別表１）

⑤ 学部学科で、カリキュラム表には明示されていない領域がある場合に示しています。
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⑥ ④⑤の分野・領域の中で科目の識別をするための番号です。関連性のある同種の科目については同じ

番号が設定されています。

⑦ 関連性のある同種の科目については、履修の順序を表しています。０（ゼロ）は履修順序はありません。

⑧ 科目の特徴や資格との関係を表しています。

K 他学部他学科開放科目 G 学芸員に関する科目

E 英語のみで実施する科目 N 日本語教員に関する科目

S 【教職課程】教育の基礎的理解に関する科目等、
各教科の指導法 H 保健師に関する科目

Y 【教職課程】教科に関する専門的事項、栄養に係る
教育に関する科目、養護に関する科目

T 司書・司書教諭に関する科目

３．科目ナンバリング掲載箇所

教養教育科目 ： P １－ 17 から P １－ 19 の「教養教育科目の履修」のページに記載されています。

専門教育科目 ： P２－７からP２－18の「育成する４つの能力とカリキュラム・マップ/科目ナンバリング」

についてのページに記載されています。
S*map「キャビネット」の教務課フォルダにも科目ナンバリング表があります。確認してください。
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【別表１】

カリキュラム上の分類

ＡＡ 学部共通科目

ＡＢ 学科共通科目

ＡＣ 学科共通演習実習科目

ＤＥ 発展科目

学
部
学
科
独
自
の
区
分

モジュール名 学科

A 若者と居場所

人間関係学科

B 生活と福祉

C 生 / 性の多様性

D 職業とライフキャリア

E 子どもと子育て

F 生命・身体・文化

G 対人関係と社会

心理学科

H 認知と行動

I 生涯発達と支援

J 心理臨床と医療

D 職業とライフキャリア

E 子どもと子育て

F 生命・身体・文化

ＲＥ 関連科目

ＳＴ 演習科目

ＧＳ 卒業論文

ＴＥ

教養教育科目

領域１ 思想と表現

ＨＳ 領域２ 歴史と社会

ＮＳ 領域３ 自然と科学技術

ＭＩ 領域４ 数理と情報

ＬＣ 領域５ 言語とコミュニケーション

ＳＰ 領域６ 健康とスポーツ

ＷＣ 領域７ 女性とキャリア
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人間関係学科 カリキュラム・マップ ＊特に重点的に育成する能力＝◎、重点的に育成する能力＝○

授 業 科 目 科目ナンバー 学年 知識・
理解

思考・
判断

態度・
志向性

技能・
表現

基

幹

科

目

学
部
共
通
科
目

人間関係論 A HK11-AA--010a-Y 1 ◎ 〇 〇

人間関係論 B HK11-AA--010b-Y 1 ◎ 〇 〇

学
科
共
通
科
目

人間関係の諸相 A HR21-AB--010a 1 ◎ 〇

人間関係の諸相 B HR21-AB--010b 1 ◎ 〇

人間関係の諸相 C HR21-AB--010c 2 ◎ 〇
学
科
共
通
演
習
実
習
科
目

基礎演習 A HR22-AC--010a 2 〇 ◎

基礎演習 B HR22-AC--010b 2 〇 ◎

卒論事前指導ゼミ HK43-AC--020 3 ※ ※ ※ ※

発

展

科

目

乳幼児心理学 HR31-DE-E-010 1 ◎ 〇

児童心理学 HR31-DE-EF-010 1 〇 ◎

人間形成の歴史 HR32-DE-CDF-020-Y 2 ◎ 〇

人間形成の思想 HR33-DE-ACF-030-Ｓ 3 〇 ◎

子ども論 HR31-DE-AE-040 2 ◎ 〇

子どもと遊び HR32-DE-EF-050 2 ◎ 〇

保育論 HR32-DE-BE-060 2 ◎ 〇

幼児教育論 HR32-DE-EF-070 2 ◎ 〇

青少年論 A HR32-DE-ACD-080a 2 ◎ 〇

青少年論 B HR32-DE-ADE-080b 2 ◎ 〇

親子関係論 HR31-DE-BCE-090 1 ◎ 〇

子育ての心理学 HR32-DE-AE-100 2 ◎ 〇

現代教育論 HR33-DE-ACE-110-Ｓ 3 ◎ 〇

国際化と教育 HR32-DE-ABE-120-Ｓ 2 ◎ 〇 〇

生涯学習論 HR33-DE-ACD-130 3 ◎ 〇

教師の世界 HR31-DE-AD-140-Ｓ 1 ◎ 〇

非行問題 HR33-DE-ABE-150 3 ◎ 〇

社会福祉論 A HR31-DE-BCDF-160a-Y 1 ◎ 〇

社会福祉論 B HR31-DE-BDF-160b-Y 1 ◎ 〇

福祉コミュニティ論 HR32-DE-AB-170 2 ◎ 〇

社会保障論 A HR32-DE-BD-180a 2 ◎ 〇

社会保障論 B HR32-DE-BD-180b 2 ◎ 〇

貧困に対する支援 HR31-DE-AB-190 2 ◎ 〇

福祉サービスの組織と経営 HR32-DE-B-200 2 〇 ◎

子ども・家庭福祉論 HR31-DE-ABCE-210 1 ◎ 〇

高齢者福祉論 HR31-DE-BF-220 1 ◎ 〇

障害者福祉論 HR31-DE-BE-230 2 〇 ◎

ソーシャルワーク論Ⅰ HR31-DE-B-241 1 ◎ 〇

ソーシャルワーク論Ⅱ HR31-DE-B-242 1 〇 ◎

ソーシャルワークの基礎 HR31-DE-B-250 1 ◎ 〇
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授 業 科 目 科目ナンバー 学年 知識・
理解

思考・
判断

態度・
志向性

技能・
表現

発

展

科

目

ソーシャルワークⅠ HR32-DE-B-251 2 ◎ 〇

ソーシャルワークⅡ HR32-DE-B-252 2 ◎ 〇

ソーシャルワークⅢ HR33-DE-B-253 3 ◎ 〇

人体の構造と機能及び疾病 HR31-DE-BC-260 1 ◎ 〇

権利擁護を支える法制度 HR33-DE-B-270 3 ◎ 〇

司法福祉論 HR33-DE-ABD-280 3 ◎ 〇

保健医療 HR32-DE-B-290 1 ◎ 〇

社会学概論 HR31-DE-BDF-300-Y 1 ◎ 〇

家族社会論 HR32-DE-ABCE-310-Y 2 ◎ 〇

学校と社会 HR33-DE-AEF-320-Ｓ 3 ◎ 〇

地域社会論 HR32-DE-ABDE-330-Y 2 ◎ 〇

地域社会と人間 HR31-DE-ABDF-340-Y 1 ◎ 〇

産業と労働 HR32-DE-BCD-350-Y 2 ◎ 〇

組織と人間 HR32-DE-BDF-360-Y 2 ◎ 〇

現代社会論 HR32-DE-ABCF-370-Y 2 ◎ 〇

社会調査論 HR32-DE-ABCF-380 1 〇 ◎

社会調査の技法 HR32-DE-ABEF-390 2 〇 ◎

データの整理と分析 HR32-DE-AE-400 2 〇 〇 〇 ◎

フィールドワーク論 HR32-DE-AF-410 2 〇 ◎

地球環境と人間 HR33-DE-CF-420 3 ◎ 〇

生命科学と人間 HR32-DE-CF-430 2 ◎ 〇

エスニシティ論 HR31-DE-DF-440 1 〇 ◎

情報科学と人間 A HR32-DE-AF-450a 2 〇 ◎

情報科学と人間 B HR32-DE-ADEF-450b 2 〇 ◎

文化人類学 HR31-DE-ACF-460-Y 1 ◎ 〇

比較文化論 HR32-DE-ACF-470-Y 2 ◎ 〇

情報倫理学 HR31-DE-ADF-480 1 ◎ 〇

人間の歴史 HR32-DE-CF-490-Y 2 ◎ 〇

生命倫理学 HR32-DE-CEF-500-Y 2 ◎ 〇

身体としての人間 HR32-DE-CF-510 2 〇 ◎

スポーツ文化論 HR32-DE-CF-520 2 ◎ 〇

生涯スポーツの方法と技術 HR32-DE-CDEF-530 3 ◎ 〇

臨床哲学 HR32-DE-AF-540-Y 2 〇 ◎

人間環境論 HR32-DE-F-550 2 ◎ 〇

ライフスタイル論 HR31-DE-BCDF-560-Y 1 ◎ 〇

女性とライフステージ HR31-DE-BCDE-570 1 ◎ 〇

女性と社会 A HR32-DE-ACD-580a-Y 1 ◎ 〇

女性と社会 B HR32-DE-BCDE-580b 2 ◎ 〇

女性と職業生活 A HR32-DE-ABCD-590a-Y 2 ◎ 〇
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授 業 科 目 科目ナンバー 学年 知識・
理解

思考・
判断

態度・
志向性

技能・
表現

発

展

科

目

女性と職業生活 B HR32-DE-ACDE-590b 3 ◎ 〇

生活意識論 HR32-DE-BCE-600-Y 2 ◎ 〇

生徒指導論（進路指導を含む。） HR31-DE-AD-610-Ｓ 1 ◎ 〇

教育相談 HR33-DE-AD-620-Ｓ 3 ◎ 〇

ジェンダー・セクシュアリティ論 A HR31-DE-ACDE-630a-Y 1 ◎ 〇

ジェンダー・セクシュアリティ論 B HR31-DE-BCEF-630b-Y 1 ◎ 〇

国際社会とジェンダー HR32-DE-ACDE-640 2 ◎ 〇 〇 〇

女性史 HR32-DE-ACDE-650-Y 2 ◎ 〇

心理学総論 HR31-DE-BC-660-Y 1 ◎ 〇

健康・医療心理学 HR31-DE-D-670 2 〇 ◎

感情・人格心理学 HR32-DE-CD-680-Y 2 ◎ 〇

教育・学校心理学 HR33-DE-AE-690-Ｓ 3 〇 ◎ 〇

福祉心理学 HR33-DE-BEF-700-Ｓ 2 ◎ 〇

障害者・障害児心理学 HR32-DE-EF-710 2 〇 ◎

発達心理学 HR31-DE-CE-720 1 ◎ 〇

行動心理学 HR32-DE-D-730-Y 2 〇 ◎

青年心理学 HR32-DE-AD-740-Ｓ 2 ◎ 〇

学習・言語心理学 HR31-DE-D-750-Ｓ 1 〇 ◎

産業・組織心理学 HR32-DE-CD-760-Y 2 ◎ 〇

社会・集団・家族心理学A（社会・集団心理学）HR31-DE-CD-770a-Y 1 ◎ 〇

社会・集団・家族心理学B（家族心理学） HR33-DE-CE-770b 2 〇 ◎

司法・犯罪心理学 HR32-DE-A-780 2 〇 ◎

成人心理学 HR32-DE-DE-790 2 〇 ◎

比較行動学 HR32-DE-CF-800 2 ◎ 〇

知覚・認知心理学 HR32-DE-DF-810-Y 1 ◎ 〇

神経・生理心理学 HP31-DE-FHIJJ820 1 〇 ◎

発達臨床心理学 HR33-DE-CE-830-Ｓ 3 〇 ◎

社会心理学特論 HR33-DE-DF-840 2 ◎ 〇

マスメディア論 HR32-DE-AF-850-Y 2 ◎ 〇

コミュニケーション論 HR32-DE-ADE-860-Y 2 ◎ 〇

臨床心理学概論 HR32-DE-E-870-Y 2 ◎ 〇
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授 業 科 目 科目ナンバー 学年 知識・
理解

思考・
判断

態度・
志向性

技能・
表現

関

連

科

目

日本史 A HR32-RE--010a-Y 1 ◎ 〇

日本史 B HR41-RE--010b-Y 1 ◎ 〇

外国史 A HR41-RE--020a-Y 1 ◎ 〇

外国史 B HR41-RE--020b-Y 1 ◎ 〇

外国史 C HR41-RE--020c-Y 1 ◎ 〇

人文地理学 HR41-RE--030-Y 1 ◎ 〇

自然地理学 HR41-RE--040-Y 1 ◎ 〇

地誌 HR41-RE--050-Y 1 ◎ 〇

法律学（国際法を含む。） HR41-RE--060-Y 1 ◎ 〇

政治と社会（国際政治を含む。） HR41-RE--070-Y 1 ◎ 〇

経済学（国際経済を含む。） HR41-RE--080-Y 1 ◎ 〇

宗教と社会 HR41-RE--090-Y 1 ◎ 〇

カリキュラムの創造 HR32-RE--100-Ｓ 2 ◎ 〇

教育の方法と技術（情報通信技術の活用を含む。）HR42-RE--110-Ｓ 2 ◎ 〇

博物館概論 HR41-RE--120-G 1 ◎ 〇

博物館経営論 HR42-RE--130-G 2 ◎ 〇

博物館資料論 HR42-RE--140-G 2 ◎ 〇

博物館資料保存論 HR42-RE--150-G 2 ◎ 〇

博物館展示論 HR42-RE--160-G 2 ◎ 〇

博物館教育論 HR42-RE--170-G 2 ◎ 〇

博物館情報・メディア論 HR42-RE--180-G 2 ◎ 〇

演
習
実
習
科
目

社会調査実習 A HR43-ST--010a 3 〇 ◎

社会調査実習 B HR43-ST--010b 3 〇 ◎

海外演習 A HK41-ST--020a 1 〇 ◎

海外演習 B HK41-ST--020b 1 〇 ◎

ケースメソッド HK43-ST--030 3 ※ ※ ※ ※

演習 HK43-ST--040 3 ※ ※ ※ ※

卒業論文 HK44-GS--010 4 ※ ※ ※ ※

※：各担当者により異なるため、シラバス参照
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心理学科 カリキュラム・マップ ＊特に重点的に育成する能力＝◎、重点的に育成する能力＝○

授 業 科 目 科目ナンバー 学年 知識・
理解

思考・
判断

態度・
志向性

技能・
表現

基

幹

科

目

学
部
共
通
科
目

人間関係論 A HK11-AA--010a-Y 1 ◎ 〇 〇

人間関係論 B HK11-AA--010b-Y 1 ◎ 〇 〇

学
科
共
通
科
目

心理学概論 HP21-AB--010-Y 1 ◎ 〇

心理学研究法 HP21-AB--020 1 ◎ 〇

心理学統計法 HP22-AB--030 2 〇 ◎

心理学統計法特論 HP22-AB--040 2 〇 ◎
学
科
共
通
演
習
実
習
科
目

心理学実験 HP22-AC--010 2 ◎ 〇

心理学特殊実験 HP32-AC--020 2 ◎ 〇

卒論事前指導ゼミ HK42-AC--030 3 ※ ※ ※ ※

発

展

科

目

公認心理師の職責 HP31-DE-IJ-010 2 ◎ 〇

臨床心理学概論 HP32-DE-EGIJ-020-Y 2 ◎ 〇

知覚・認知心理学 HP32-DE-DFHJ-030-Y 1 ◎ 〇

認知心理学特論 HP33-DE-GHJ-040-Y 2 〇 ◎

学習・言語心理学 HP31-DE-DGHJ-050-Ｓ 1 〇 ◎

感情・人格心理学 HP32-DE-DHIJ-060-Y 2 ◎ 〇

神経・生理心理学 HP31-DE-FHIJ-070 1 〇 ◎

比較行動学 HP32-DE-FGHI-080 2 ◎ 〇

社会・集団・家族心理学A（社会・集団心理学）HP32-DE-DGHI-090a-Y 1 ◎ 〇

社会心理学特論 HP31-DE-DFGH-100-Y 2 ◎ 〇

社会・集団・家族心理学B（家族心理学）HP33-DE-EGIJ-090b 2 〇 ◎

親子関係論 HP31-DE-EIJ-110 1 ◎ 〇

子育ての心理学 HP32-DE-EGIJ-120 2 ◎ 〇

発達心理学 HP31-DE-EHIJ-130 1 ◎ 〇

乳幼児心理学 HP31-DE-EGHIJ-140 1 ◎ 〇

児童心理学 HP31-DE-EFHIJ-150 1 〇 ◎

子ども論 HP31-DE-EI-160 2 ◎ 〇

子どもと遊び HP32-DE-EFHI-170 2 ◎ 〇

青年心理学 HP32-DE-DGIJ-180-Ｓ 2 ◎ 〇

成人心理学 HP32-DE-DEHIJ-190 2 〇 ◎

発達臨床心理学 HP33-DE-EIJ-200-S 3 〇 ◎

障害者・障害児心理学 HP32-DE-EFIJ-210 2 〇 ◎

心理的アセスメント HP33-DE-HIJ-220 3 ◎ 〇

心理学的支援法 HP32-DE-HIJ-230-Y 2 〇 ◎

行動心理学 HP32-DE-DGHI-240-Y 2 〇 ◎

精神分析 HP32-DE-HJ-250 2 ◎ 〇

心理療法 HP33-DE-IJ-260-Ｓ 3 ◎ 〇

健康・医療心理学 HP31-DE-DHJ-270 2 〇 ◎
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授 業 科 目 科目ナンバー 学年 知識・
理解

思考・
判断

態度・
志向性

技能・
表現

発

展

科

目

福祉心理学 HP33-DE-EFIJ-280-Ｓ 2 ◎ 〇

教育・学校心理学 HP33-DE-EGIJ-290-Ｓ 2 〇 ◎ 〇

司法・犯罪心理学 HP32-DE-GHJ-300 2 〇 ◎

産業・組織心理学 HP32-DE-DGHJ-310-Y 2 ◎ 〇

生命倫理学 HP32-DE-EFGJ-320-Ｙ 2 ◎ 〇

臨床哲学 HP32-DE-FGJ-330-Ｙ 2 〇 ◎

人体の構造と機能及び疾病 HP31-DE-HIJ-340 1 ◎ 〇

精神疾患とその治療 HP33-DE-HIJ-350 3 ◎ 〇

身体としての人間 HP32-DE-FH-360 2 〇 ◎

スポーツ文化論 HP32-DE-FH-370 2 ◎ 〇

生涯スポーツの方法と技術 HP32-DE-DEFH-380 3 ◎ 〇

関係行政論 HP32-DE-GIJ-390 3 ◎ 〇

ジェンダー・セクシュアリティ論 A HP31-DE-DEJ-400a-Y 1 ◎ 〇

ジェンダー・セクシュアリティ論 B HP31-DE-EFJ-400b-Y 1 ◎ 〇

国際社会とジェンダー HP32-DE-DE-410 2 ◎ 〇 〇 〇

ライフスタイル論 HP31-DE-DFJ-420-Y 1 ◎ 〇

社会学概論 HP31-DE-DFG-430-Y 1 ◎ 〇

社会福祉論 A HP31-DE-DFI-440a-Y 1 ◎ 〇

社会福祉論 B HP31-DE-DFJ-440b-Y 1 ◎ 〇

社会調査論 HP32-DE-FG-450 1 〇 ◎

地域社会論 HP32-DE-DEG-460 2 ◎ 〇

社会保障論 A HP32-DE-DGJ-470a 2 ◎ 〇

社会保障論 B HP32-DE-DG-470b 2 ◎ 〇

子ども・家庭福祉論 HP31-DE-EI-480 1 ◎ 〇

高齢者福祉論 HP31-DE-FI-490 1 ◎ 〇

障害者福祉論 HP31-DE-EIJ-500 2 〇 ◎

保育論 HP32-DE-EI-510 2 ◎ 〇

幼児教育論 HP32-DE-EFI-520 2 ◎ 〇

生徒指導論（進路指導を含む。） HP31-DE-DG-530-S 1 ◎ 〇

教育相談 HP33-DE-DGIJ-540-S 3 ◎ 〇

生涯学習論 HP33-DE-DHI-550 3 ◎ 〇

現代教育論 HP33-DE-EH-560-S 3 ◎ 〇

教師の世界 HP31-DE-DG-570-S 1 ◎ 〇

学校と社会 HP33-DE-EFI-580-S 3 ◎ 〇

国際化と教育 HP32-DE-E-590-S 2 ◎ 〇 〇

青少年論 A HP32-DE-DG-600a 2 ◎ 〇

青少年論 B HP32-DE-DEGI-600b 2 ◎ 〇

人間形成の思想 HP33-DE-F-610-S 3 〇 ◎

人間形成の歴史 HP32-DE-DF-620-Ｙ 2 ◎ 〇
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授 業 科 目 科目ナンバー 学年 知識・
理解

思考・
判断

態度・
志向性

技能・
表現

発

展

科

目

人間の歴史 HP32-DE-FGH-630-Ｙ 2 ◎ 〇

非行問題 HP33-DE-EI-640 3 ◎ 〇

フィールドワーク論 HP32-DE-FGH-650 2 〇 ◎

コミュニケーション論 HP32-DE-DEGH-660-Ｙ 2 ◎ 〇

マスメディア論 HP32-DE-FG-670-Ｙ 2 ◎ 〇

現代社会論 HP32-DE-FG-680-Y 2 ◎ 〇

地域社会と人間 HP31-DE-DF-690 1 ◎ 〇

組織と人間 HP32-DE-DFG-700-Ｙ 2 ◎ 〇

女性とライフステージ HP31-DE-DEI-710 1 ◎ 〇

女性と社会 A HP31-DE-D-720a-Y 1 ◎ 〇

女性と社会 B HP32-DE-DE-720b 2 ◎ 〇

女性史 HP32-DE-DE-730-Y 2 ◎ 〇

女性と職業生活 A HP32-DE-D-740a-Y 2 ◎ 〇

女性と職業生活 B HP33-DE-DE-740b 3 ◎ 〇

産業と労働 HP42-DE-DG-750-Ｙ 2 ◎ 〇

生活意識論 HP42-DE-EH-760-Y 2 ◎ 〇

家族社会論 HP32-DE-EJ-770-Ｙ 2 ◎ 〇

文化人類学 HP31-DE-FGH-780-Ｙ 1 ◎ 〇

比較文化論 HP32-DE-FG-790-Ｙ 2 ◎ 〇

エスニシティ論 HP31-DE-DFG-800 1 〇 ◎

地球環境と人間 HP33-DE-FH-810 3 ◎ 〇

人間環境論 HP32-DE-FGH-820 2 ◎ 〇

生命科学と人間 HP32-DE-FH-830 2 ◎ 〇

情報科学と人間 A HP32-DE-FH-840a 2 〇 ◎

情報科学と人間 B HP32-DE-DEFH-850b 2 〇 ◎

情報倫理学 HP31-DE-DF-860 1 ◎ 〇

社会調査の技法 HP32-DE-EFH-870 2 〇 ◎

データの整理と分析 HP32-DE-EGH-880 2 〇 〇 〇 ◎

関
連
科
目

日本史 A HP41-RE--010a-Ｙ 1 ◎ 〇

日本史 B HP41-RE--010b-Ｙ 1 ◎ 〇

外国史 A HP41-RE--020a-Ｙ 1 ◎ 〇

外国史 B HP41-RE--020b-Ｙ 1 ◎ 〇

外国史 C HP41-RE--020c-Ｙ 1 ◎ 〇

人文地理学 HP41-RE--030-Ｙ 1 ◎ 〇

自然地理学 HP41-RE--040-Ｙ 1 ◎ 〇

地誌 HP41-RE--050-Ｙ 1 ◎ 〇

法律学（国際法を含む。） HP41-RE--060-Ｙ 1 ◎ 〇

政治と社会（国際政治を含む。） HP41-RE--070-Ｙ 1 ◎ 〇

経済学（国際経済を含む。） HP41-RE--080-Ｙ 1 ◎ 〇
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授 業 科 目 科目ナンバー 学年 知識・
理解

思考・
判断

態度・
志向性

技能・
表現

関

連

科

目

宗教と社会 HP41-RE--090-Ｙ 1 ◎ 〇

カリキュラムの創造 HP42-RE--100-Ｓ 2 ◎ 〇

教育の方法と技術（情報通信技術の活用を含む。）HP42-RE--110-Ｓ 2 ◎ 〇

博物館概論 HP41-RE--120-G 1 ◎ 〇

博物館経営論 HP42-RE--130-G 2 ◎ 〇

博物館資料論 HP42-RE--140-G 2 ◎ 〇

博物館資料保存論 HP42-RE--150-G 2 ◎ 〇

博物館展示論 HP42-RE--160-G 2 ◎ 〇

博物館教育論 HP92-RE--170-G 2 ◎ 〇

博物館情報・メディア論 HP42-RE--180-G 2 ◎ 〇

演
習
実
習
科
目

心理演習 HP43-ST--010 3 ◎ 〇

心理実習Ⅰ HP43-ST--021 3 〇 ◎

心理実習Ⅱ HP43-ST--022 3 〇 ◎

心理実習Ⅲ HP43-ST--023 4 〇 ◎

社会調査実習 A HP43-ST--030a 3 〇 ◎

社会調査実習 B HP43-ST--030b 3 〇 ◎

海外演習 A HK41-ST--040a 1 〇 ◎

海外演習 B HK41-ST--040b 1 〇 ◎

ケースメソッド HK43-ST--050 3 ※ ※ ※ ※

演習 HK43-ST--060 3 ※ ※ ※ ※

卒業論文 HK44-GS--010 4 ※ ※ ※ ※

※：各担当者により異なるため、シラバス参照
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（３）各科目区分の趣旨

1. 全学共通科目「人間論」

「人間論」は、椙山女学園の教育理念「人間になろう」を授業科目の形で追究するために設置された科目で、

「自校教育」「大学での学び・キャリア教育」「学問的人間論」の３つの柱から構成されています。「自校教育」

では椙山女学園の歴史や教育理念を学び、「大学での学び・キャリア教育」ではキャリア形成について考え、

「学問的人間論」では多様な学問領域から見た「人間」の多様な側面を理解します。

2. 教養教育科目

教養教育科目は、専門教育科目と並ぶ大学教育の大きな柱の一つで、幅広い教養と豊かな人間性を備え

た人材を育成することをめざして設置されています。教養教育科目の履修によって獲得される視野の広さ、

洞察力の深さは、本学部の学習の目標である「人間と人間関係について広く深く学ぶ」際に、きわめて重

要な知的基盤となります。

このような教養教育の趣旨にそって、人間関係学部では次のような授業科目を開設しています。これら

の科目を履修することによって、特定の専門に限定されない幅広いものの見方や考え方をしっかりと身に

付けてください。

【領域１＜思想と表現＞】哲学、文学、芸術、心理、言語、人類学

この領域は、人類が培ってきた思想的遺産や、芸術的・文化的遺産の受容のあり方を学び、人間の精

神活動全般についての理解を深めることによって、豊かな自己表現能力や判断力を養うことを目的とし

ています。

【領域２＜歴史と社会＞】歴史、法、日本国憲法、経済、社会、地理、教育

地球上のさまざまな地域には、さまざまな人々の歴史、社会の仕組み、生活の在り方、人間形成の営

みなどがあります。この領域では、歴史や社会のさまざまな仕組みや事象を総合的に理解することを通

して、自分が生きている社会が直面する課題を具体的に把握し、問題を解決し、将来を展望することが

できるような能力を養うことを目的としています。

【領域３＜自然と科学技術＞】物理の世界、化学の世界、環境の科学、地球の科学、生命の科学

20 世紀に格段に進歩した科学技術は、さまざまな形で私たちの生活を豊かにしてきた一方、環境問題

や急激な人口増加など、私たちの暮らしにマイナスの影響を与えていることも明らかになってきました。

こうした現実を踏まえて、この領域では、自然環境や科学技術についての基礎知識や最新情報を学び、

これらの知見に基づいて私たちのこれからの生き方を選択・決定していく能力を養うことを目的として

います。

【領域４＜数理と情報＞】数理の世界、統計の世界、コンピュータと情報Ⅰ・Ⅱ

コンピュータに関する知識や技術は、現代の日本で暮らしていく上で、不可欠のものとなりつつあり

ます。そこでこの領域では、コンピュータの操作技術や利用する上でのマナー、情報処理システムの構

造や原理、さらには数理科学の思考方法や統計学の基礎を学び、これからの社会において必要とされる、

情報処理の能力や技術、数理感覚を養うことを目的としています。
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【領域５＜言語とコミュニケーション＞】外国語（英語）

外国語による言語能力とは、単に聞く・話す・読む・書く能力にとどまらず、言語の理解自体を通し

て得られる人間に対する深い洞察や、各自の人間性の涵養をも意味します。また、外国語の学習は異文

化研究、異文化理解へのステップともなります。この領域では、こうした外国語による言語能力を養う

ことを目的としています。

【領域６＜健康とスポーツ＞】健康とスポーツの理論、健康科学、スポーツ実習A・B

充実した学生生活の基盤となる心身の健康の保持増進を図ると共に、生涯にわたって健康で人間性豊

かな生活を送るために、健康やスポーツに対する理解は重要です。この領域では、自分の身体への気づ

き、スポーツ技術の獲得、競争と共同の楽しみ、達成の歓び、身体的なコミュニケーションなどを通して、

スポーツ文化を愛好する能力を養うことを目的としています。

【領域７＜女性とキャリア＞】ファーストイヤーゼミ、仕事学入門、ライフデザイン、ピア・サポート理

論と実践、インターンシップⅠ・Ⅱ、ジェンダー論入門、安全学、日本語表現法基礎、時事問題の理解

ファーストイヤーゼミは、大学における学習の仕方について学ぶための科目です。１年次前期に開講

される少人数の演習形式の授業です。時間割の組み立て方、文献の探し方、資料のまとめ方、レポート

の書き方、研究発表の方法など、ここでまずしっかりと大学における学習スタイルを身につけてください。

ファーストイヤーゼミ以外の科目も、自分の人生を主体的に生きていくうえで、必要になる知見を養う

ことを目的としています。社会で活躍できる基礎的能力やスキルを育成するとともに、自らライフデザ

インを描き、キャリアを形成するための基礎力を育成します。

3. 専門教育科目

（Ⅰ）基幹科目

「基幹科目」は両学科で共通に開講される「学部共通科目」とそれぞれの学科ごとに開講される「学科共

通科目」「学科共通演習実習科目」からなっています。

（a）学部共通科目

「人間関係論Ａ」「人間関係論Ｂ」の２科目あり、哲学、心理学、社会学、教育学それぞれの視点から、

人間関係に関する知識や考え方の基本が論じられます。いずれも、人間関係学部に入学後、人間と人間

関係について「広く深く」学んでいく第一歩として、１年次で履修することになっている大切な科目です。

（b）学科共通科目

人間関係学科では、「人間関係の諸相Ａ・Ｂ・Ｃ」の 3 科目があります。いずれも「人間関係」に焦点

を当てながら、現代社会で私たちが直面するさまざまな問題が入門的に論じられます。

心理学科では、「心理学概論」「心理学研究法」「心理学統計法」「心理学統計法特論」の 4 科目があり、

いずれも心理学を学んでいく上で基礎となるもので、どの専門領域に進もうとも必要となる科目です。

両学科とも、「学科共通科目」はすべて必修科目なので、配当されている学年次に全員が履修してくだ

さい。
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（c）学科共通演習実習科目
人間関係学科独自の科目として、「基礎演習Ａ・Ｂ」があります。これは 2 年次に開講される必修科目

で、少人数討論型の授業です。「人間と人間関係」に関わるテーマをどのように探求していけばよいのか
を発表や討議を通して学びます。同時に 1 年次の「ファーストイヤーゼミ」で学んだ発表・討論・レポー
ト作成の知識・技能をさらに磨いていきます。

心理学科独自の科目として、「心理学実験」「心理学特殊実験」があります。これは 2 年次に開講され
る必修科目で、心理学を学んでいく上で基礎となるさまざまな研究手法を学ぶものです。

両学科に共通する必修科目として、3 年次後期に開講される「卒論事前指導ゼミ」があります。この
科目は、4 年次に作成する卒業論文の準備を行うためのものです。どのような内容の卒業論文を作成す
るかに応じて、指導教員を選択することになります。

（Ⅱ）発展科目
「発展科目」には、人間関係に関連したさまざまな学問領域の知識や考え方を学ぶための科目がそろって

います。すべての科目が、いずれかの「モジュール」と関連づけられています（「モジュール」については、
第 6 章を参照）。ごく一部の科目を除いて、両学科で共通に開講されています。

一部の科目は 1 年次から、多くの科目は 2 年次以降に履修できます。履修計画やモジュールのところで
改めて述べますが、1 年次から 2 年次にかけてはまず幅広い知識や洞察力の獲得を目標として、それぞれ
のモジュールの基礎となる科目を履修し、学年が進んでいくにつれ、自分自身の関心や将来の目標に応じ
たより専門的な科目を履修するという形が望ましい履修スタイルになります。

（Ⅲ）関連科目
「関連科目」として区分されている科目は、教職や学芸員などの資格取得に必要な科目です。それらはまた、

人間関係や心に関わる問題について考えていくうえで間接的に役立つような学問領域の知識や考え方につ
いて学ぶ科目でもあります。

（Ⅳ）演習実習科目
「演習」は３・４年次に開講される少人数で行われる討論・対話型の授業です。担当教員がそれぞれの専

門を生かした授業目標で「演習」を開講しており、学生は自分の関心に従ってそれらの中からいくつかを
選択履修することになっています。授業方法は一般的にその目標に沿った「文献の輪読」「資料収集」「学
生による発表と討論」などです。学生はその中で自分のテーマに関する洞察を深めるとともに、文献の読
解力、資料収集分析の技能、発表と討論の力などをさらに鍛えることが授業の目的になります。
「ケースメソッド」は、「演習」と同じように３・４年次に開講されている科目です。学生自身の発表や

討論を通じて授業テーマに関する洞察を深めるという点では「演習」と共通していますが、「ケースメソッ
ド」では、実践や実習、体験を重視した内容になっています。「具体的な事件を扱う」「野外調査をする」「学
外施設を見学する」「特定の人物・作品を論じる」など、教員によって授業の具体的なやり方は異なってい
ますが、＜事例を扱う＞＜具体的なものを扱う＞という点で全てのケースメソッドには共通性があります。

その他、資格取得に必要な演習や実習が含まれています。
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（Ⅴ）卒業論文
卒業論文は、４年間の学生生活の総括として取り組む課題です。入学以来の勉学生活のなかで少しずつ

明確になり、「卒論事前指導ゼミ」の履修などを通して探求がなされてきた「自分のテーマ」を、４年次の
１年間かけて更に探求し１つの形にまとめ上げたものが卒業論文です。卒業論文を提出した後に「卒業論
文発表会」が予定されており、論文の内容を口頭で発表することも義務づけられています。

＜教員による支援＞

大学では、どの科目をどのように組み合わせて履修するかということは基本的には学生自身の選択

に任せられています。学生の皆さんの興味や関心がなによりも尊重・優先されます。しかし、自分の

関心のある分野を学ぶにはどのようなモジュールや科目を選択したらよいのか、自分自身が取り組み

たいと思っているテーマに関係するのはどのような科目なのか、大学卒業後に目指している職業に就

くためにはどのように学修を進めていったらよいのかといった疑問に対する助言が必要になったら、

遠慮なく教員に尋ねてください。教員は可能な限り学生の皆さんへの支援を行います。
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（2）履修モデル

必修であるメインモジュールの履修に加えて、おもに次の 3 つのパターンの履修モデルが考えられます。

①資格取得を目指すパターン

人間関係学科の学生で社会福祉士受験資格の資格取得を目指したり、心理学科の学生で公認心理師受験

資格や大学院に進学した後の臨床心理士受験資格の取得を目指したりするパターンです。この場合、1 つの

メインモジュールを選択し、必要となる科目を履修するとともに、それぞれの資格取得に必要な科目や関

連する科目も履修していくものです。メインモジュールは、取得を目指す資格と直接関係するモジュール

でもよいですし、自分の関心に合わせて資格取得とは直接関わらないモジュールを選択することも可能で

す。また履修状況に余裕があれば、サブモジュールを追加して設定することも可能です。

②サブモジュールも履修するパターン

卒業論文作成まで行うメインモジュールに加え、他のモジュールについても履修するパターンです。各

モジュールが設定する単位のうち、卒業論文を除く単位を取得することで、サブモジュールを履修したと

認定されます。その結果、履修証明書には、メインモジュール名とともに、サブモジュール名も記載され

ることになります。履修状況に余裕がある場合には、サブモジュールを複数設定することも可能です。

③幅広い学修を目指すパターン

メインモジュールの履修に加え、学部・学科が用意する専門科目を幅広く学ぶことで、より広範な知識

や技術の習得を目指すパターンです。人間関係学部には、10 のモジュールを構成する幅広い科目が用意さ

れています。それらを自分自身の関心や興味に基づいて多様に履修し、メインモジュールの学修に役立て

ようとするものです。

履修証明を取得する要件

学則 履修基準 メインモジュール サブモジュール

専門教育科目 発展科目

主要科目 ６単位以上
選択履修 20 単位以上

選択履修

６単位以上
選択履修 20 単位以上

選択履修
展開科目 ８単位以上

選択履修
８単位以上
選択履修

演習実習科目 演習科目
ケースメソッド

２単位以上選択履修 ２単位以上選択履修
演習

卒業論文 卒業論文 卒業論文 ８単位必修 ―

モ
ジ
ュ
ー
ル
と
履
修
証
明



2-30

履
修
ガ
イ
ド

学科 モジュール名 モジュールの概要

人
間
関
係
学
科

若者と居場所

近年、子ども・若者をめぐって、居場所づくりや居場所探しが様々な場面で語られていま
す。このモジュールでは、教育、福祉、地域、家族、友人、労働、情報社会といったキー
ワードから「居場所が求められる社会的背景とは何か？」「居場所をもつ意味とは何か？」
といった問いを考えることで、現代社会特有の子ども・若者の人間関係や、それが生み出
す「生きにくさ」などについて理解を深めていきます。こうした学びを通じて、これから
の生き方を支える居場所のあり方を具体的に構想することを目指します。

生活と福祉

私たちの生活は、便利で手軽になる一方で、社会の分断によって危険で不安定になりつつ
あります。人として「生きる権利」が貧困、孤立、差別、排除、虐待、搾取、暴力等によっ
て簡単に脅かされてしまうのです。こうした社会生活を営む上で生じる困難の背後には何
があるのか。そして、どのような制度やサービスが私たちの生活を支えているのか。家族、
地域、学校、職場、行政の役割や責任、そして連携を問い直すことによって、「個人の尊厳」
や「他者との共生」、「生活の保障」について考えます。

生 / 性の多様性

人の生き方、人の性のあり方は人の数だけ存在します。どのような人を好きになり、どの
ようなパートナーシップを築いていきたいか、自分はどのように生きていきたいか、社会
や他者が期待する性に関する役割や期待をどう受け止め、実践していくか、それらのスタ
イルは多様化しています。何気ない日常、学校・職場等の人間関係において、ジェンダー
やセクシュアリティは密接に関連しています。LGBT等の性的マイノリティをめぐる議論、
すべてのひとの性をめぐる問題、個人の生／性の尊重について学ぶことで、自分らしい生
き方を探究します。

職業とライフキャリア

職種や職位だけでなく、職業上の経験や意味づけを含めた主体的で生涯にわたる営みを、
職業キャリアといいます。女性の職業キャリアは、男性中心の労働社会のルールの下、自
身や家族のライフイベント等により、その形成が難しい側面がありました。しかし、現在
は女性も積極的に参画・活躍していく社会に変化しつつあります。学生時代に今後の女性
の働き方について考えることは、自身のキャリア形成につながるのみならず、社会への新
しい提言になります。このような考え方に基づき、未来創造的な働き方・生き方について
考えます。

子どもと子育て

子どもを取り巻く環境はますます複雑化しています。待機児童問題を機に保育制度は大き
く変わろうとしていますし、シングル・ペアレントやアロマザー（実母ではない子育て者）
など家庭での子育ても多彩になってきています。親になる（あるいは、保育者になる）と
いうライフスタイルを選ぶか否かにかかわらず、一人の女性として次の世代を担う子ども
達との関係は避けて通ることはできません。子育てを巡る課題と可能性について考えてみ
ましょう。

生命・身体・文化

生命と身体は、それらなしでは私たちの存在がそもそもありえないという点で最もベー
シックなものです。そして、すべての生きとし生けるものがみな共通にたった一つのかけ
がえのない生命と身体を有していながらも、たとえば生命に対する考え方や身体へのまな
ざしは現代の私たちとそれ以前の人びととで異なり、同じ現代人でも文化や宗教、民族の
違いによってさまざまに異なります。本モジュールでは、哲学・倫理学や身体論、生命科
学、表象文化論、文化人類学など広範囲な視座から、人間の生命と身体、文化が孕む多彩
な謎に迫っていきます。
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学科 モジュール名 モジュールの概要

心
理
学
科

対人関係と社会

人間はひとりで存在するのではなく，家族，学校やクラス，部活やサークル，職場，そし
て地域というさまざまな種類の社会や集団の中で生きており，その中で感情・行動・価値
観・態度など心の要素が形成されていきます。また集団や組織に所属するからこそ自分ひ
とりでは叶えられない大きな目的が達成できるという一方で，人と関わることで葛藤や対
立を経験することがあります。いくつかの理論や実践を踏まえ，集団や組織の働きやそこ
でのより良い対人関係について考えます。

認知と行動

認知とは世界を認識するための情報処理プロセスで、外界に向けて開いた「心の窓」とも
言えます。しかし「心の窓」は見えないので、観察可能な行動を通して科学的にアプロー
チします。人間の心の３つの側面、すなわち「知的行動」、「感情」、「意志」の意味とメカ
ニズムの理解をめざして、日常的な行動の背後にある心のしくみ、心と身体との関係、コ
ミュニケーションの機能と情報伝達、さらには社会や文化の中の行動について学び、実証
的方法によるアプローチを考えます。

生涯発達と支援

生涯発達とは，乳幼児期から老年期までの生涯にわたる人間の発達を捉える視点です。乳
幼児期における母子保健領域、こども園や保育所・老年期における社会福祉領域、幼稚園・
小学校・中学校・高等学校・大学などの学校教育機関、成人期・壮年期における家庭や産
業労働領域、さらにはさまざまな時期に生じる障害など多様な領域・文脈における人の発
達を理解し，支援する視点が求められるようになっています。認知・パーソナリティ・家
族やその他の人々との対人関係など多面的に発達を概観し，ニーズのある人々を支援する
ための技法なども学びます。

心理臨床と医療

心理臨床とは、人が生きていく上で生じる悩みや不安、問題に対して、発達やパーソナリ
ティなどの心理学、生理学や精神医学などをふまえて理解するとともに、こうした心の問
題を抱える人に対して、対人的なかかわりを通して援助をすることを示します。現代は、
さまざまな情報が氾濫し、子どもから大人までさまざまなストレスに直面し、不適応に陥
る人が増えています。このような現代社会における「心の病」に対する心理学的な理解
と、それをふまえてさまざまに検討されてきた臨床現場における援助の技法について学び
ます。

職業とライフキャリア

職種や職位だけでなく、職業上の経験や意味づけを含めた主体的で生涯にわたる営みを、
職業キャリアといいます。女性の職業キャリアは、男性中心の労働社会のルールの下、自
身や家族のライフイベント等により、その形成が難しい側面がありました。しかし、現在
は女性も積極的に参画・活躍していく社会に変化しつつあります。学生時代に今後の女性
の働き方について考えることは、自身のキャリア形成につながるのみならず、社会への新
しい提言になります。このような考え方に基づき、未来創造的な働き方・生き方について
考えます。

子どもと子育て

子どもを取り巻く環境はますます複雑化しています。待機児童問題を機に保育制度は大き
く変わろうとしていますし、シングル・ペアレントやアロマザー（実母ではない子育て者）
など家庭での子育ても多彩になってきています。親になる（あるいは、保育者になる）と
いうライフスタイルを選ぶか否かにかかわらず、一人の女性として次の世代を担う子ども
達との関係は避けて通ることはできません。子育てを巡る課題と可能性について考えてみ
ましょう。

生命・身体・文化

生命と身体は、それらなしでは私たちの存在がそもそもありえないという点で最もベー
シックなものです。そして、すべての生きとし生けるものがみな共通にたった一つのかけ
がえのない生命と身体を有していながらも、たとえば生命に対する考え方や身体へのまな
ざしは現代の私たちとそれ以前の人びととで異なり、同じ現代人でも文化や宗教、民族の
違いによってさまざまに異なります。本モジュールでは、哲学・倫理学や身体論、生命科
学、表象文化論、文化人類学など広範囲な視座から、人間の生命と身体、文化が孕む多彩
な謎に迫っていきます。
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（１）若者と居場所
学則
区分

モジュール
区分 授 業 科 目 単位数 備 考

発

展

科

目

主

要

科

目

青少年論 A 2

６単位以上
選択履修

２０単位以上
選択履修

青少年論 B 2
現代教育論 2
国際化と教育 2
教師の世界 2
非行問題 2
子ども・家庭福祉論 2
学校と社会 2
地域社会と人間 2
現代社会論 2

展

開

科

目

人間形成の思想 2

８単位以上
選択履修

子ども論 2
子育ての心理学 2
生涯学習論 2
福祉コミュニティ論 2
貧困に対する支援 2
司法福祉論 2
家族社会論 2
地域社会論 2
社会調査論 2
社会調査の技法 2
データの整理と分析 2
フィールドワーク論 2
情報科学と人間 A 2
情報科学と人間 B 2
文化人類学 2
比較文化論 2
情報倫理学 2
臨床哲学 2
女性と社会 A 2
女性と職業生活 A 2
女性と職業生活 B 2
生徒指導論（進路指導を含む。） 2
教育相談 2
ジェンダー・セクシュアリティ論 A 2
国際社会とジェンダー 2
女性史 2
教育・学校心理学 2
青年心理学 2
司法・犯罪心理学 2
マスメディア論 2
コミュニケーション論 2

演習
科目

ケースメソッド １
２単位以上選択必修

演習 １
卒業
論文 卒業論文 ８ ８単位必修
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（2）生活と福祉
学則
区分

モジュール
区分 授 業 科 目 単位数 備 考

発

展

科

目

主

要

科

目

社会福祉論 A 2

６単位以上
選択履修

２０単位以上
選択履修

社会福祉論 B 2
福祉コミュニティ論 2
障害者福祉論 2
ソーシャルワークの基礎 2
家族社会論 2
地域社会論 2
ライフスタイル論 2
生活意識論 2

展

開

科

目

保育論 2

８単位以上
選択履修

親子関係論 2
国際化と教育 2
非行問題 2
社会保障論 A 2
社会保障論 B 2
貧困に対する支援 2
福祉サービスの組織と経営 2
子ども・家庭福祉論 2
高齢者福祉論 2
ソーシャルワーク論Ⅰ 2
ソーシャルワーク論Ⅱ 2
ソーシャルワークⅠ 2
ソーシャルワークⅡ 2
ソーシャルワークⅢ 2
人体の構造と機能及び疾病 2
権利擁護を支える法制度 2
司法福祉論 2
保健医療 2
社会学概論 2
地域社会と人間 2
産業と労働 2
組織と人間 2
現代社会論 2
社会調査の技法 2
社会調査論 2
女性とライフステージ 2
女性と社会 B 2
女性と職業生活 A 2
ジェンダー・セクシュアリティ論 B 2
心理学総論 2
福祉心理学 2

演習
科目

ケースメソッド １
２単位以上選択必修

演習 １
卒業
論文 卒業論文 ８ ８単位必修
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（3）生／性の多様性
学則
区分

モジュール
区分 授 業 科 目 単位数 備 考

発

展

科

目

主

要

科

目

比較文化論 2

６単位以上
選択履修

２０単位以上
選択履修

生命倫理学 2
女性と社会 A 2
女性と社会 B 2
女性と職業生活 A 2
女性と職業生活 B 2
ジェンダー・セクシュアリティ論 A 2
ジェンダー・セクシュアリティ論 B 2
国際社会とジェンダー 2
女性史 2

展

開

科

目

人間形成の歴史 2

８単位以上
選択履修

人間形成の思想 2
青少年論 A 2
親子関係論 2
現代教育論 2
生涯学習論 2
社会福祉論 A 2
子ども・家庭福祉論 2
人体の構造と機能及び疾病 2
家族社会論 2
産業と労働 2
現代社会論 2
社会調査論 2
地球環境と人間 2
生命科学と人間 2
文化人類学 2
人間の歴史 2
身体としての人間 2
スポーツ文化論 2
生涯スポーツの方法と技術 2
ライフスタイル論 2
女性とライフステージ 2
生活意識論 2
心理学総論 2
感情・人格心理学 2
発達心理学 2
産業・組織心理学 2
社会・集団・家族心理学 A（社会・集団心理学） 2
社会・集団・家族心理学 B（家族心理学） 2
比較行動学 2
発達臨床心理学 2

演習
科目

ケースメソッド １
２単位以上選択必修

演習 １
卒業
論文 卒業論文 ８ ８単位必修
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（4）職業とライフキャリア
学則
区分

モジュール
区分 授 業 科 目 単位数 備 考

発

展

科

目

主

要

科

目

産業・組織心理学 2

６単位以上
選択履修

２０単位以上
選択履修

生涯スポーツの方法と技術 2
ライフスタイル論 2
国際社会とジェンダー 2
生涯学習論 2
組織と人間 2
女性とライフステージ 2
女性史 2
女性と職業生活 A 2
女性と職業生活 B 2
産業と労働 2

展

開

科

目

知覚・認知心理学 2

８単位以上
選択履修

学習・言語心理学 2
感情・人格心理学 2
社会・集団・家族心理学 A（社会・集団心理学） 2
社会心理学特論 2
青年心理学 2
成人心理学 2
行動心理学 2
健康・医療心理学 2
ジェンダー・セクシュアリティ論 A 2
社会学概論 2
社会福祉論 A 2
社会福祉論 B 2
地域社会論 2
社会保障論 A 2
社会保障論 B 2
生徒指導論（進路指導を含む。） 2
教育相談 2
教師の世界 2
青少年論 A 2
青少年論 B 2
人間形成の歴史 2
コミュニケーション論 2
地域社会と人間 2
女性と社会 A 2
女性と社会 B 2
エスニシティ論 2
情報科学と人間 B 2
情報倫理学 2
司法福祉論 2

演習
科目

ケースメソッド １
２単位以上選択必修

演習 １
卒業
論文 卒業論文 ８ ８単位必修
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（5）子どもと子育て
学則
区分

モジュール
区分 授 業 科 目 単位数 備 考

発

展

科

目

主

要

科

目

社会・集団・家族心理学 B（家族心理学） 2

６単位以上
選択履修

２０単位以上
選択履修

親子関係論 2

子育ての心理学 2

発達心理学 2

乳幼児心理学 2

児童心理学 2

子ども論 2

子どもと遊び 2

子ども・家庭福祉論 2

家族社会論 2

展

開

科

目

臨床心理学概論 2

８単位以上
選択履修

成人心理学 2

発達臨床心理学 2

障害者・障害児心理学 2

福祉心理学 2

教育・学校心理学 2

生命倫理学 2

生涯スポーツの方法と技術 2

ジェンダー・セクシュアリティ論 A 2

ジェンダー・セクシュアリティ論 B 2

国際社会とジェンダー 2

地域社会論 2

障害者福祉論 2

保育論 2

幼児教育論 2

現代教育論 2

国際化と教育 2

学校と社会 2

青少年論 B 2

非行問題 2

コミュニケーション論 2

女性とライフステージ 2

女性と社会 B 2

女性史 2

女性と職業生活 B 2

生活意識論 2

情報科学と人間 B 2

社会調査の技法 2

データの整理と分析 2

演習
科目

ケースメソッド １
２単位以上選択必修

演習 １

卒業
論文 卒業論文 ８ ８単位必修
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（6）生命・身体・文化
学則
区分

モジュール
区分 授 業 科 目 単位数 備 考

発

展

科

目

主

要

科

目

比較行動学 2

６単位以上
選択履修

２０単位以上
選択履修

社会心理学特論 2

生命倫理学 2

身体としての人間 2

社会福祉論 A 2

地域社会と人間 2

文化人類学 2

比較文化論 2

エスニシティ論 2

生命科学と人間 2

展

開

科

目

知覚・認知心理学 2

８単位以上
選択履修

神経・生理心理学 2

児童心理学 2

子どもと遊び 2

障害者・障害児心理学 2

福祉心理学 2

臨床哲学 2

スポーツ文化論 2

生涯スポーツの方法と技術 2

ジェンダー・セクシュアリティ論 B 2

ライフスタイル論 2

社会学概論 2

社会福祉論 B 2

社会調査論 2

高齢者福祉論 2

幼児教育論 2

学校と社会 2

人間形成の思想 2

人間形成の歴史 2

人間の歴史 2

フィールドワーク論 2

マスメディア論 2

現代社会論 2

組織と人間 2

地球環境と人間 2

人間環境論 2

情報科学と人間 A 2

情報科学と人間 B 2

情報倫理学 2

社会調査の技法 2

演習
科目

ケースメソッド １
２単位以上選択必修

演習 １

卒業
論文 卒業論文 ８ ８単位必修
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（7）対人関係と社会
学則
区分

モジュール
区分 授 業 科 目 単位数 備 考

発

展

科

目

主

要

科

目

社会・集団・家族心理学 A（社会・集団心理学） 2

６単位以上
選択履修

２０単位以上
選択履修

社会心理学特論 2

社会・集団・家族心理学 B（家族心理学） 2

行動心理学 2

教育・学校心理学 2

司法・犯罪心理学 2

産業・組織心理学 2

臨床哲学 2

地域社会論 2

展

開

科

目

臨床心理学概論 2

８単位以上
選択履修

認知心理学特論 2

学習・言語心理学 2

比較行動学 2

子育ての心理学 2

乳幼児心理学 2

青年心理学 2

生命倫理学 2

関係行政論 2

社会学概論 2

社会調査論 2

社会保障論 A 2

社会保障論 B 2

生徒指導論 ( 進路指導を含む。） 2

教育相談 2

教師の世界 2

青少年論 A 2

青少年論 B 2

人間の歴史 2

フィールドワーク論 2

コミュニケーション論 2

マスメディア論 2

現代社会論 2

組織と人間 2

産業と労働 2

文化人類学 2

比較文化論 2

エスニシティ論 2

人間環境論 2

データの整理と分析 2

演習
科目

ケースメソッド １
２単位以上選択必修

演習 １

卒業
論文 卒業論文 ８ ８単位必修
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（8）認知と行動
学則
区分

モジュール
区分 授 業 科 目 単位数 備 考

発

展

科

目

主

要

科

目

知覚・認知心理学 2

６単位以上
選択履修

２０単位以上
選択履修

認知心理学特論 2

学習・言語心理学 2

感情・人格心理学 2

神経・生理心理学 2

比較行動学 2

行動心理学 2

人体の構造と機能及び疾病 2

身体としての人間 2

人間の歴史 2

展

開

科

目

社会・集団・家族心理学 A（社会・集団心理学） 2

８単位以上
選択履修

社会心理学特論 2

発達心理学 2

乳幼児心理学 2

児童心理学 2

子どもと遊び 2

成人心理学 2

心理的アセスメント 2

心理学的支援法 2

精神分析 2

健康・医療心理学 2

司法・犯罪心理学 2

産業・組織心理学 2

精神疾患とその治療 2

スポーツ文化論 2

生涯スポーツの方法と技術 2

生涯学習論 2

現代教育論 2

フィールドワーク論 2

コミュニケーション論 2

生活意識論 2

文化人類学 2

地球環境と人間 2

人間環境論 2

生命科学と人間 2

情報科学と人間 A 2

情報科学と人間 B 2

社会調査の技法 2

データの整理と分析 2

演習
科目

ケースメソッド １
２単位以上選択必修

演習 １

卒業
論文 卒業論文 ８ ８単位必修
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（9）生涯発達と支援
学則
区分

モジュール
区分 授 業 科 目 単位数 備 考

発

展

科

目

主

要

科

目

親子関係論 2

６単位以上
選択履修

２０単位以上
選択履修

発達心理学 2

乳幼児心理学 2

児童心理学 2

青年心理学 2

成人心理学 2

発達臨床心理学 2

障害者・障害児心理学 2

福祉心理学 2

教育・学校心理学 2

展

開

科

目

公認心理師の職責 2

８単位以上
選択履修

臨床心理学概論 2

感情・人格心理学 2

神経・生理心理学 2

比較行動学 2

社会・集団・家族心理学 A（社会・集団心理学） 2

社会・集団・家族心理学 B（家族心理学） 2

子育ての心理学 2

子ども論 2

子どもと遊び 2

心理的アセスメント 2

心理学的支援法 2

行動心理学 2

心理療法 2

人体の構造と機能及び疾病 2

精神疾患とその治療 2

関係行政論 2

社会福祉論 A 2

子ども・家庭福祉論 2

高齢者福祉論 2

障害者福祉論 2

保育論 2

幼児教育論 2

教育相談 2

生涯学習論 2

学校と社会 2

青少年論 B 2

非行問題 2

女性とライフステージ 2

演習
科目

ケースメソッド １
２単位以上選択必修

演習 １

卒業
論文 卒業論文 ８ ８単位必修
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（10）心理臨床と医療
学則
区分

モジュール
区分 授 業 科 目 単位数 備 考

発

展

科

目

主

要

科

目

臨床心理学概論 2

６単位以上
選択履修

２０単位以上
選択履修

成人心理学 2

障害者・障害児心理学 2

心理的アセスメント 2

心理学的支援法 2

心理療法 2

健康・医療心理学 2

人体の構造と機能及び疾病 2

精神疾患とその治療 2

展

開

科

目

公認心理師の職責 2

８単位以上
選択履修

知覚・認知心理学 2

認知心理学特論 2

学習・言語心理学 2

感情・人格心理学 2

神経・生理心理学 2

社会・集団・家族心理学 B（家族心理学） 2

親子関係論 2

子育ての心理学 2

発達心理学 2

乳幼児心理学 2

児童心理学 2

青年心理学 2

発達臨床心理学 2

精神分析 2

福祉心理学 2

教育・学校心理学 2

司法・犯罪心理学 2

産業・組織心理学 2

生命倫理学 2

臨床哲学 2

関係行政論 2

ジェンダー・セクシュアリティ論 A 2

ジェンダー・セクシュアリティ論 B 2

ライフスタイル論 2

社会福祉論 B 2

社会保障論 A 2

障害者福祉論 2

教育相談 2

家族社会論 2

演習
科目

ケースメソッド １
２単位以上選択必修

演習 １

卒業
論文 卒業論文 ８ ８単位必修
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ません。しかし、大学生活を充実した４年間にするためには、４年次においても例え

ば卒論に関係しそうな科目を履修するなどして、少なくとも週に１日か２日は定期的

に大学へ来る日を作ることが望ましいと言えます。

履修単位の目安（人間関係学科）
必修
単位数

年次 年次 合計

全学共通科目

教養教育科目 領

専
門
教
育
科
目

基
幹
科
目

学部共通科目

学科共通科目

学科共通演習実習科目

発展科目

関連科目

ケースメソッド･演習･実習

卒業論文

（自由選択）

合 計

１ 年次２ 年次３ ４

２ ２ ２

８

４～６

20～28

４

6

126以上

27～38

46～54

８～16

８

１～２

６～８

２～４

２～４

19～26

４～８

20～22

２～４

３～４

６～８

36～47

2

1

10～12

16～20

２～４

４～６

38～48

2

13～18

４

４

６～８

２～４

４～６

35～46

４

6

0

4

８

27

30

20

126

３

域１～７

３

小計 （77～97）（77）

（１）履修計画について

履修計画は、何に関心があるか、どのようなテーマで卒業論文を作成するのか、卒

業後の進路をどうするのか等によって各自異なります。そこで、選択履修のためのガ

イドラインを以下に示しましたので参考にしてください。

（２）学年別履修のめやす

＜１年次＞

教養教育科目の履修を通して幅広い知識や考え方を身につけると共に、心理学の輪

郭について学びます。専門科目としては、必修科目である学科共通科目の「心理学概論」

「心理学研究法」や一部の発展科目を履修します。

＜２年次＞

学科共通科目の「心理学統計法」や「心理学統計法特論」、学科共通演習実習科目の

「心理学実験」と「心理学特殊実験」といった必修科目の履修を通して、心理学の基礎

を身につけます。また、引き続き教養教育科目を履修すると共に、メインモジュール

の選択を意識しながら発展科目や関連科目を履修し、専門、応用の世界に入る準備を

行います。

心理学科
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＜３年次＞

「演習」や「ケースメソッド」などの実践的な科目を通して、心理学の具体的な問題

について学びます。また、専門的な内容の発展科目の履修を通して、選択するメイン

モジュールと関連する自分の研究テーマを明確にしていき、「卒論事前指導ゼミ」など

を通じて卒業論文作成の準備を行います。

＜４年次＞

「卒業論文」の作成が最大の課題となります。４年間の学修の集大成として自分の研

究テーマについて深く追究し、論文を完成させます。４年次においても例えば卒業論

文に関係しそうな科目を履修するなどして、少なくとも週に１、２日以上定期的に大

学へ来る日を作り、主体的に研究に取り組みましょう。このような活動を通して、大

学生としての総仕上げでもある最終学年を有意義に過ごしてください。

履修単位の目安（心理学科）
必修
単位数

年次 年次 年次 合計

全学共

教養教育科目

通科目

基
幹
科
目

学部共通科目

学科共通科目

発

関連科目

ケースメソッド･演習

卒業論文

（自由選択）

合 計

１ ２ 年次３ ４

２ ２ ２

27～34４～８10～1213～1427領域１～７

４４４

８４

４

４8

5 1 5

42～5412～16 20～22８～12 ２～４30

２～４ ２～４ ２～４ ２～４0 ８～16

４ ３～４ １～２ ４～６

８ ８ ８

４～６ ４～６ ４～６６～８20 20～26

126以上17～2436～4736～4637～46126

展科目

専
門
教
育
科
目

学科共通演習実習科目

小計 （77～101）（77）
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専門教育科目

学科 授業科目 区分 単位 1 年 2 年 3 年 4 年 備 考

人
間
関
係
学
科

女
性
と
キ
ャ
リ
ア

領
域
７

キャリア形成実習Ⅰ 1 ○ ○ ○

必修を含め 1 単位以上
選択履修

キャリア形成実習Ⅱ 1 ○ ○ ○
ジェンダー論入門 2 ○ ○ ○ ○
安全学 2 ○ ○ ○ ○
日本語表現法基礎 2 ○ ○ ○ ○
時事問題の理解 2 ○ ○ ○ ○

授
業
科
目
学
年
配
当
表
（
人
間
関
係
学
科
）

学科 授業科目 区分 単位 1 年 2 年 3 年 4 年 備 考

人
間
関
係
学
科

基
幹
科
目

学
部
共

通
科
目

人間関係論Ａ 必修 2 ○
4 単位必修

人間関係論Ｂ 必修 2 ○
学
科
共
通

科
目

人間関係の諸相Ａ 必修 2 ○
6 単位必修人間関係の諸相Ｂ 必修 2 ○

人間関係の諸相Ｃ 必修 2 ○
学
科
共
通
演

習
実
習
科
目

基礎演習Ａ 必修 1 ○
3 単位必修基礎演習Ｂ 必修 1 ○

卒論事前指導ゼミ 必修 1 ○

発
展
科
目

乳幼児心理学 2 ○ ○
児童心理学 2 ○ ○
人間形成の歴史 2 ○ ○
人間形成の思想 2 ○ ○
子ども論 2 ○ ○
子どもと遊び 2 ○ ○
保育論 2 ○ ○
幼児教育論 2 ○ ○
青少年論Ａ 2 ○ ○
青少年論Ｂ 2 ○ ○
親子関係論 2 ○ ○
子育ての心理学 2 ○ ○
現代教育論 2 ○ ○
国際化と教育 2 ○ ○
生涯学習論 2 ○ ○
教師の世界 2 ○ ○
非行問題 2 ○ ○
社会福祉論Ａ 2 ○ ○
社会福祉論Ｂ 2 ○ ○
福祉コミュニティ論 2 ○ ○
社会保障論Ａ 2 ○ ○
社会保障論Ｂ 2 ○ ○
貧困に対する支援 2 ○ ○
福祉サービスの組織と経営 2 ○ ○
子ども・家庭福祉論 2 ○ ○
高齢者福祉論 2 ○ ○
障害者福祉論 2 ○ ○
ソーシャルワーク論Ⅰ 2 ○
ソーシャルワーク論Ⅱ 2 ○
ソーシャルワークの基礎 2 ○ ○
ソーシャルワークⅠ 2 ○ ○
ソーシャルワークⅡ 2 ○ ○
ソーシャルワークⅢ 2 ○ ○
人体の構造と機能及び疾病 2 ○ ○
権利擁護を支える法制度 2 ○ ○
司法福祉論 2 ○ ○
保健医療 2 ○ ○
社会学概論 2 ○ ○
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学科 授業科目 区分 単位 1 年 2 年 3 年 4 年 備 考

人
間
関
係
学
科

発
展
科
目

家族社会論 2 ○ ○

30 単位以上選択履修

学校と社会 2 ○ ○
地域社会論 2 ○ ○
地域社会と人間 2 ○ ○
産業と労働 2 ○ ○
組織と人間 2 ○ ○ ○
現代社会論 2 ○ ○
社会調査論 2 ○
社会調査の技法 2 ○
データの整理と分析 2 ○
フィールドワーク論 2 ○ ○
地球環境と人間 2 ○ ○
生命科学と人間 2 ○ ○
エスニシティ論 2 ○ ○ ○
情報科学と人間Ａ 2 ○ ○
情報科学と人間Ｂ 2 ○ ○
文化人類学 2 ○ ○
比較文化論 2 ○ ○
情報倫理学 2 ○ ○
人間の歴史 2 ○ ○
生命倫理学 2 ○ ○
身体としての人間 2 ○ ○ ○
スポーツ文化論 2 ○ ○ ○
生涯スポーツの方法と技術 2 ○ ○
臨床哲学 2 ○ ○
人間環境論 2 ○ ○
ライフスタイル論 2 ○ ○
女性とライフステージ 2 ○ ○
女性と社会Ａ 2 ○ ○
女性と社会Ｂ 2 ○ ○
女性と職業生活Ａ 2 ○ ○
女性と職業生活Ｂ 2 ○ ○
生活意識論 2 ○ ○
生徒指導論（進路指導を含む。） 2 ○ ○
教育相談 2 ○ ○
ジェンダー・セクシュアリティ論Ａ 2 ○ ○
ジェンダー・セクシュアリティ論Ｂ 2 ○ ○
国際社会とジェンダー 2 ○ ○
女性史 2 ○ ○ ○
心理学総論 2 ○
健康・医療心理学 2 ○ ○
感情・人格心理学 2 ○ ○
教育・学校心理学 2 ○ ○
福祉心理学 2 ○ ○
障害者・障害児心理学 2 ○ ○
発達心理学 2 ○ ○
行動心理学 2 ○ ○
青年心理学 2 ○ ○
学習・言語心理学 2 ○ ○
産業・組織心理学 2 ○ ○
社会・集団・家族心理学Ａ（社会・集団心理学） 2 ○ ○
社会・集団・家族心理学Ｂ（家族心理学） 2 ○ ○
司法・犯罪心理学 2 ○ ○
成人心理学 2 ○ ○

専門教育科目

授
業
科
目
学
年
配
当
表
（
人
間
関
係
学
科
）
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専門教育科目

授
業
科
目
学
年
配
当
表
（
人
間
関
係
学
科
）

学科 授業科目 区分 単位 1 年 2 年 3 年 4 年 備 考

人
間
関
係
学
科

発
展
科
目

比較行動学 2 ○ ○
知覚・認知心理学 2 ○ ○
神経・生理心理学 2 ○ ○
発達臨床心理学 2 ○ ○
社会心理学特論 2 ○ ○
マスメディア論 2 ○ ○
コミュニケーション論 2 ○ ○
臨床心理学概論 2 ○ ○

関
連
科
目

日本史Ａ 2 ○ ○ ○
日本史Ｂ 2 ○ ○ ○
外国史Ａ 2 ○ ○ ○
外国史Ｂ 2 ○ ○ ○
外国史Ｃ 2 ○ ○ ○
人文地理学 2 ○ ○ ○
自然地理学 2 ○ ○ ○
地誌 2 ○ ○ ○
法律学（国際法を含む。） 2 ○ ○ ○
政治と社会（国際政治を含む。） 2 ○ ○ ○
経済学（国際経済を含む。） 2 ○ ○ ○
宗教と社会 2 ○ ○ ○
カリキュラムの創造 2 ○ ○
教育の方法と技術（情報通信技術の活用を含む。） 2 ○ ○ ○
博物館概論 2 ○ ○ ○
博物館経営論 2 ○ ○
博物館資料論 2 ○ ○
博物館資料保存論 2 ○ ○
博物館展示論 2 ○ ○
博物館教育論 2 ○ ○
博物館情報・メディア論 2 ○ ○ ○

演
習
実
習
科
目

社会調査実習Ａ 1 ○
社会調査実習Ｂ 1 ○
海外演習Ａ 2 ○ ○ ○ ○
海外演習Ｂ 2 ○ ○ ○ ○
ケースメソッド 必修 1 ○ ○

4 単位以上選択履修
演習 必修 1 ○ ○

卒業論文 必修 8 ○

（2022 年度以降入学生適用）
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専門教育科目

学科 授業科目 区分 単位 1 年 2 年 3 年 4 年 備 考

心
理
学
科

女
性
と
キ
ャ
リ
ア

領
域
７

キャリア形成実習Ⅰ 1 ○ ○ ○

必修を含め 1 単位以上
選択履修

キャリア形成実習Ⅱ 1 ○ ○ ○
ジェンダー論入門 2 ○ ○ ○ ○
安全学 2 ○ ○ ○ ○
日本語表現法基礎 2 ○ ○ ○ ○
時事問題の理解 2 ○ ○ ○ ○

授
業
科
目
学
年
配
当
表
（
心
理
学
科
）

学科 授業科目 区分 単位 1 年 2 年 3 年 4 年 備 考

心
理
学
科

基
幹
科
目

学
部
共

通
科
目

人間関係論Ａ 必修 2 ○
4 単位必修

人間関係論Ｂ 必修 2 ○
学
科
共
通
科
目

心理学概論 必修 2 ○

8 単位必修
心理学研究法 必修 2 ○
心理学統計法 必修 2 ○
心理学統計法特論 必修 2 ○

学
科
共
通
演

習
実
習
科
目

心理学実験 必修 2 ○
5 単位必修心理学特殊実験 必修 2 ○

卒論事前指導ゼミ 必修 1 ○

発
展
科
目

公認心理師の職責 2 ○
臨床心理学概論 2 ○ ○
知覚・認知心理学 2 ○ ○
認知心理学特論 2 ○ ○
学習・言語心理学 2 ○ ○
感情・人格心理学 2 ○ ○
神経・生理心理学 2 ○ ○
比較行動学 2 ○ ○
社会・集団・家族心理学Ａ（社会・集団心理学） 2 ○ ○
社会心理学特論 2 ○ ○
社会・集団・家族心理学Ｂ（家族心理学） 2 ○ ○
親子関係論 2 ○ ○
子育ての心理学 2 ○ ○
発達心理学 2 ○ ○
乳幼児心理学 2 ○ ○
児童心理学 2 ○ ○
子ども論 2 ○ ○
子どもと遊び 2 ○ ○
青年心理学 2 ○ ○
成人心理学 2 ○ ○
発達臨床心理学 2 ○ ○
障害者・障害児心理学 2 ○ ○
心理的アセスメント 2 ○ ○
心理学的支援法 2 ○ ○
行動心理学 2 ○ ○
精神分析 2 ○ ○
心理療法 2 ○ ○
健康・医療心理学 2 ○ ○
福祉心理学 2 ○ ○
教育・学校心理学 2 ○ ○
司法・犯罪心理学 2 ○ ○
産業・組織心理学 2 ○ ○
生命倫理学 2 ○ ○
臨床哲学 2 ○ ○
人体の構造と機能及び疾病 2 ○ ○
精神疾患とその治療 2 ○ ○
身体としての人間 2 ○ ○ ○
スポーツ文化論 2 ○ ○ ○
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授
業
科
目
学
年
配
当
表
（
心
理
学
科
）

学科 授業科目 区分 単位 1 年 2 年 3 年 4 年 備 考

心
理
学
科

発
展
科
目

生涯スポーツの方法と技術 2 ○ ○

30 単位以上選択履修

関係行政論 2 ○
ジェンダー・セクシュアリティ論Ａ 2 ○ ○
ジェンダー・セクシュアリティ論Ｂ 2 ○ ○
国際社会とジェンダー 2 ○ ○
ライフスタイル論 2 ○ ○
社会学概論 2 ○ ○
社会福祉論Ａ 2 ○ ○
社会福祉論Ｂ 2 ○ ○
社会調査論 2 ○
地域社会論 2 ○ ○
社会保障論Ａ 2 ○ ○
社会保障論Ｂ 2 ○ ○
子ども・家庭福祉論 2 ○ ○
高齢者福祉論 2 ○ ○
障害者福祉論 2 ○ ○
保育論 2 ○ ○
幼児教育論 2 ○ ○
生徒指導論（進路指導を含む。） 2 ○ ○
教育相談 2 ○ ○
生涯学習論 2 ○ ○
現代教育論 2 ○ ○
教師の世界 2 ○ ○
学校と社会 2 ○ ○
国際化と教育 2 ○ ○
青少年論Ａ 2 ○ ○
青少年論Ｂ 2 ○ ○
人間形成の思想 2 ○ ○
人間形成の歴史 2 ○ ○
人間の歴史 2 ○ ○
非行問題 2 ○ ○
フィールドワーク論 2 ○ ○
コミュニケーション論 2 ○ ○
マスメディア論 2 ○ ○
現代社会論 2 ○ ○
地域社会と人間 2 ○ ○
組織と人間 2 ○ ○ ○
女性とライフステージ 2 ○ ○
女性と社会Ａ 2 ○ ○
女性と社会Ｂ 2 ○ ○
女性史 2 ○ ○ ○
女性と職業生活Ａ 2 ○ ○
女性と職業生活Ｂ 2 ○ ○
産業と労働 2 ○ ○
生活意識論 2 ○ ○
家族社会論 2 ○ ○
文化人類学 2 ○ ○
比較文化論 2 ○ ○
エスニシティ論 2 ○ ○ ○
地球環境と人間 2 ○ ○
人間環境論 2 ○ ○
生命科学と人間 2 ○ ○
情報科学と人間Ａ 2 ○ ○
情報科学と人間Ｂ 2 ○ ○
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授
業
科
目
学
年
配
当
表
（
心
理
学
科
）

学科 授業科目 区分 単位 1 年 2 年 3 年 4 年 備 考
発
展
科
目

情報倫理学 2 ○ ○
社会調査の技法 2 ○
データの整理と分析 2 ○

関
連
科
目

日本史Ａ 2 ○ ○ ○
日本史Ｂ 2 ○ ○ ○
外国史Ａ 2 ○ ○ ○
外国史Ｂ 2 ○ ○ ○
外国史Ｃ 2 ○ ○ ○
人文地理学 2 ○ ○ ○
自然地理学 2 ○ ○ ○
地誌 2 ○ ○ ○
法律学（国際法を含む。） 2 ○ ○ ○
政治と社会（国際政治を含む。） 2 ○ ○ ○
経済学（国際経済を含む。） 2 ○ ○ ○
宗教と社会 2 ○ ○ ○
カリキュラムの創造 2 ○ ○
教育の方法と技術（情報通信技術の活用を含む。） 2 ○ ○ ○
博物館概論 2 ○ ○ ○
博物館経営論 2 ○ ○
博物館資料論 2 ○ ○
博物館資料保存論 2 ○ ○
博物館展示論 2 ○ ○
博物館教育論 2 ○ ○
博物館情報・メディア論 2 ○ ○ ○

演
習
実
習
科
目

心理演習 2 ○
心理実習Ⅰ 1 ○
心理実習Ⅱ 1 ○
心理実習Ⅲ 1 ○ ○
社会調査実習Ａ 1 ○
社会調査実習Ｂ 1 ○
海外演習Ａ 2 ○ ○ ○ ○
海外演習Ｂ 2 ○ ○ ○ ○
ケースメソッド 必修 1 ○ ○

4 単位以上選択履修
演習 必修 1 ○ ○

卒業論文 必修 8 ○

（2022 年度以降入学生適用）
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教育職員免許状の取得をめざす学生は、〔第２部 履修ガイド 10．教職課程〕の

項目を熟読のうえ、履修計画を立ててください。

学芸員資格の取得をめざす学生は、〔第２部 履修ガイド 11．学芸員〕の項目を

熟読のうえ、履修計画を立ててください。

 社会福祉士試験受験資格の取得をめざす学生は、〔第２部 履修ガイド 12．社会福

祉士〕の項目を熟読のうえ、履修計画を立ててください。

公認心理師試験受験資格の取得をめざす学生は、〔第２部 履修ガイド 13．公認

心理師〕の項目を熟読のうえ、履修計画を立ててください。

社会調査士の資格取得をめざす学生は、〔第２部 履修ガイド 14．社会調査士〕

の項目を熟読のうえ、履修計画を立ててください。

司書の資格取得をめざす学生は、〔第２部 履修ガイド 15．司書〕の項目を熟読

のうえ、履修計画を立ててください。

司書教諭の資格取得をめざす学生は、〔第２部 履修ガイド 16．司書教諭〕の項

目を熟読のうえ、履修計画を立ててください。

認定心理士とは、心理学の専門家として仕事をするために必要な最小限の標準的基

礎学力と技能を修得している、と日本心理学会が認定する資格です。また、認定心理

士（心理調査）は 2016 年度から取得可能な資格であり、認定心理士資格取得が前提

となります。いずれも心理学の所定の単位を修得すれば、申請することができます。

詳細は日進キャンパス事務課へお問い合わせください。

【児童福祉司とは】

児童福祉法（第 13 条）によって、都道府県（および政令で定める市）が設置する

児童相談所に置かれることが定められている所員（専門行政職員・公務員）のことです。

また、この所員は、法令に定められた一定の要件（資格）を満たす職員から任用（職

務に就かせること）しなければなりません。

【仕事の内容】

児童相談所では、児童の福祉全般に関して、専門的な知識と技術を必要とする各種

の相談・援助を行います。相談に来た保護者や子どもに対する面接、家庭訪問、関係

機関や各種施設などとの連絡や調整、子どもや家庭についての調査や各種の判定、調

査や判定に基づいて必要となる指導を行います。

【本学部生が任用資格を得るには】

本学部を卒業し、さらに厚生労働省令で定める施設において一年以上児童その他の

者の福祉に関する相談に応じ、助言、指導、その他の援助を行う業務に従事すること

が必要です。なお、省令で定める施設は、社会福祉士及び介護福祉士法施行規則によ

２．教育職員

免許状

３．学芸員

４．社会福祉士

（受験資格）

５．公認心理師

（受験資格）

６．社会調査士

７．司書

８．司書教諭

９．認定心理士 ,

認定心理士

（心理調査）

（申請資格）

10．児童福祉司

任用資格

（実務１年）

取
得
で
き
る
免
許
・
資
格
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る「指定施設」となります。社会福祉士の資格は、児童福祉司の任用資格になります。

【児童福祉司の採用方法】

都道府県および政令指定都市の実施する公務員（職員）採用試験に合格し、その職

員として採用されることが前提となります。児童相談所へ配属される職員の採用は、

一般的な行政職と区別なく採用試験を行い、職員として採用されてから配属される場

合と、それぞれの地方自治体がいわゆる福祉職として別に設けた採用試験で採用し配

属される場合とがあります。採用試験の詳細は、各地方自治体へ問い合わせてください。

【社会福祉主事とは】

社会福祉法（第 18 条）によって、都道府県および市（特別区を含む）が設置する

福祉に関する事務所（福祉事務所）に置かれることが定められている所員（専門行政

職員・公務員）のことです。また、この所員は法令に定められた一定の要件（資格）

を満たす職員から任用（職務に就かせること）しなければなりません。

なお、社会福祉主事の任用資格は、社会福祉に関わる行政職員の基礎的な資格とさ

れています。先の児童福祉司の場合、社会福祉主事として２年以上児童福祉事業に従

事した者は児童福祉司の任用資格が得られます。児童福祉司と同様の専門行政職員と

して、身体障害者福祉司、知的障害者福祉司、老人福祉指導主事、家庭児童福祉主事

などがあります。これらも社会福祉主事として定められた年数をそれぞれの事業に従

事した場合に任用資格を得ることができます。

【仕事の内容】

福祉事務所は、生活保護・児童・母子・寡婦・身体障害・知的障害・老人の「社会

福祉六法」に関する援護、育成または更生に関する業務を行います。社会福祉主事は、

これらの業務を担い、直接利用者などと接して、そのニーズを把握し具体的な社会福

祉サービスを提供する事務を行い、それと関連して地域の社会資源と連携し、利用者

などの自立を支援します。具体的には、面接、相談、調査、実状の確認、サービス給

付のための事務処理、地域社会との日常的な連携の維持、要援護者への自立支援など

です。

【本学部生が任用資格を得るには】

本学部で、「社会福祉主事の資格に関する指定科目」を３科目以上履修し、卒業する

ことで任用のための資格を得ることができます。本学部において開講している科目は、

社会福祉士試験受験資格にある社会福祉に関する「指定科目」（別表１）および法律学、

経済学が該当します。詳細は別途確認してください。

社会福祉主事の任用資格を３科目の履修によって得た場合、最低限の要件しか満た

していません。このようないわゆる「三科目主事」の場合、業務を遂行するにあたっ

て必要となる知識・技能が不足していると考えられるため、職員として採用されて福

祉事務所などに配属された場合は、現任訓練あるいは講習会を受けることになります。

社会福祉士の資格（試験受験資格を含む）は、社会福祉主事の任用資格になります。

【社会福祉主事の採用方法】

先の児童福祉司の説明と同様になります。採用後の配属先は、福祉事務所、児童相

談所、各自治体が設置する各種の社会福祉施設などです。

なお、一部の社会福祉施設や福祉団体が職員を募集する際に“福祉関連の知識があ

11．社会福祉主事
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る者”という意味で、社会福祉主事任用資格を準用し、募集にあたっての条件とする

ことがあります。次の「社会福祉施設職員の任用資格」の部分も参照してください。

社会福祉施設の職員は、施設の入所者や利用者に対して、直接に支援や援助を行う

ことを中心に各種の業務を行います。そして、施設の入所者や利用者の福祉を保障す

るという観点から、それらの職員のうちで一定数の者は“専従”の職員であることが

法令で定められており、さらにそれらの専従職員になる者に一定の要件（任用資格）

が設けられている場合があります。以下に、職員に任用される際に要件が定められて

いる職名を例示します。

＜任用資格が定められている職員＞

・ 児童指導員（児童福祉法に規定される児童福祉施設：児童養護施設、知的障害児

施設、盲ろうあ児施設、肢体不自由児施設、重症心身障害児施設、情緒障害児短

期治療施設）

・ 生活相談員（老人福祉法に規定される老人福祉施設：養護老人ホーム、特別養護

老人ホーム）

【仕事の内容】

日常生活の援助・支援、生活指導、個別の面接相談、グループ指導、援助・支援計

画の作成、会議運営、施設内外での連絡調整、関係諸機関・施設・団体などとの連携、

家庭援助などです。

【本学部生が任用資格を得るには】

児童福祉施設の児童指導員の場合は、本学部を卒業することによって任用のための

資格が得られます。ただし、当学部を卒業した場合でも、自治体によっては、任用資

格を満たしているかどうか履修内容を確認のうえ判断される場合があります。養護老

人ホームおよび特別養護老人ホームの生活相談員については、「社会福祉主事の任用資

格」（社会福祉主事の説明を参照）と同様の要件が定められています。なお、社会福祉

士の資格（試験受験資格を含む）は、社会福祉主事の任用資格を満たしますので、こ

れらの職員の任用資格になります。

【社会福祉施設職員などの採用方法】

社会福祉法人が設置・運営する社会福祉施設の場合には、それぞれの法人・施設で

職員を募集しています。また、地方自治体が設置・運営する社会福祉施設の場合は、

各地方自治体が実施する公務員（職員）採用試験に合格した者から職員として採用し

ます。

先の説明を繰り返しますが、社会福祉法人や地方自治体が行う社会福祉施設の職員

募集に際して、職員の任用にあたって法令などの定めがない場合でも、社会福祉主事

の任用資格を要件とするときがあります。詳細については、職員の募集に応じる際に

確認してください。

社会福祉施設の職員についての求人情報は、各都道府県の「福祉人材センター」（各

都道府県の社会福祉協議会に設置されることが多い）で閲覧することができます。

【その他、社会福祉施設などの職員について】

社会福祉関連の法令が相次いで改正され、社会福祉制度が大幅に変更されるにとも

12．社会福祉施設
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ない、社会福祉施設などで働いている職員の職名は数多くなり、非常にまぎらわしく

なっています。こうした状況のなかで、どのような職員に任用資格が課せられている

のか、分かりにくくなっています。

例えば、先の「生活相談員」によく似た職名に、支援相談員、生活支援員、支援員

などがあります。支援相談員は、介護保険法で規定される介護老人保健施設の相談職

の職名です。生活支援員は、障害者総合支援法で規定される障害者支援施設などの職

員の職名です。その他にも数多くの職種や職名があります。

このように、社会福祉施設の職員といっても多種多様であって、先の児童指導員な

どのように任用資格が必要な場合もあれば必要ない場合もあります。ただし、実際に

仕事をしていくうえでは、福祉サービスの提供にあたって管理責任者となることや、

支援・援助や施設運営の中核を担うことなどから、職員採用の際に「社会福祉士」の

資格を前提にする社会福祉施設が増えてきています。さらに社会福祉施設などの職員

には、仕事をしていくうえで各種の講習や研修が義務づけられることも多くなってい

ます。

また、社会福祉施設などに入所・利用されている方や居宅で福祉サービスを利用し

ている方などに直接関わる職員（ケア・ワーカー）の場合、介護や介助などについて

の技術や知識などが必要になります。そのため、法令の定めがなくても介護福祉士や

ホームヘルパー、保育士など、なんらかの資格を要件として職員採用するところが増

えています。

法令上の定めがなく、無資格あるいは無経験であっても、社会福祉施設などの職員

として採用できる場合はかなりあります。けれども、先のような事情から、実際には様々

な要件（社会福祉士資格、社会福祉主事任用資格など）が施設などの職員採用にあたっ

て課せられることが多くなっています。

なお、2007 年に「社会福祉士及び介護福祉士法」が改正されたことによって、今後、

社会福祉の現場は大きく変わっていくことが予想されます。「社会福祉士試験受験資格」

の履修上の説明もあわせて参考にしてください。
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≪心構え≫

教職課程を履修する上で最も大切なことは、将来教師になるという明確な目標と自

覚を持ち、常日頃から教師としてふさわしい態度や行動を心がけることです。教師の

資質や能力は教職課程に関わる科目の履修のみならず、様々な経験や体験、日頃の行

動などによっても養われます。授業で学んだことを児童・生徒にどのように指導する

のか、また、自らの経験や体験を教師としてどう活かしていくのかといった視点を常

に持ちながら学生生活を送るよう心がけてください。

≪履修計画≫

本学の教職課程は、１年次から４年次までの４年間を基本としたカリキュラム構成

となっています。したがって、原則として１年次から履修を開始し、必要な科目を学

年配当に沿って４年間をかけて段階的・計画的に履修していくことが必要です。例え

ば２年次以降から履修を開始した場合や、留学や休学などで履修を一時中断した場合

などは、４年次で卒業するまでの間に履修を終えることが困難になる場合があります

ので注意が必要です。

≪各種手続等について≫

教職課程履修者は教職課程に関するガイダンス等の諸行事には必ず出席するととも

に、大学が定めた所定の手続（教育実習・介護等体験の申し込みなど）を行わなけれ

ばなりません。諸行事への遅刻・無断欠席や所定期日内の手続未了の場合は、その参

加を辞退していただく場合がありますので注意してください。

１年次４月に実施される教職課程登録ガイダンスに参加し、所定の期間内に教職課

程履修費を納入するとともに、日進キャンパス事務課へ教職課程履修登録届を提出し

てください。

また、１年次前期の履修登録期間に S*map の履修登録画面から、取得を希望する

免許の仮申請を行ってください。

※３年次編入学生については編入学後、ただちに日進キャンパス事務課へ申し出た上

で教職課程履修登録届を提出してください。

教職課程の履修にあたっては主に以下の費用が必要となります。

≪教職課程履修費≫

課程の種 入納額金類 時期
中学校、高等学校の課程

※

14,000円 １年次４月

３年次編入学生については編入年次４月

≪実習費等≫

実習等の種 額金類 入納 時期
介護等体験
教育 指先習実習実 定額 実習時

8,500円 ３年次４月

３．教職課程履修

上の諸注意

４．教職課程登録

手続

５．教職課程で必

要となる費用
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≪教育職員免許状発行手数料≫

費用の種 額金類 入納 時期
教育職員免許状発行手数料 免許につき）

※上記の発行手数料は愛知県教育委員会への支払いとなります。

（１ 3,400円 ４年次11月

教育職員免許状を取得するためには、以下の基礎資格を有し、各科目の最低修得単

位を満たす必要があります。ただし、以下の表に記載されている単位数は法令上の最

低修得単位数です。実際のカリキュラムでは最低修得単位数以上の単位修得が必要な

場合がありますので注意してください。

免許状の種類 中学校教諭
一種免許状

高等学校教諭
一種免許状

基礎資格 学士の学位を有すること

法
令
上
の
最
低
修
得

単
位
数

① 「教科及び教科の指導法に関する科目」 28 24

②

「教育の基礎的理解に関する科目」

27 23「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び
生徒指導、教育相談等に関する科目」

「教育実践に関する科目」
③ 「大学が独自に設定する科目」 4 12
④ その他の必修科目 8 8

≪概要と趣旨≫

「小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例等による法

律」（介護等体験特例法）により、小学校教諭、中学校教諭の免許状を取得するために

は、原則として３年次に社会福祉施設及び特別支援学校等において７日間以上の「介

護等体験」が必要となります。

介護等体験特例法制定の趣旨は次のとおりです。

「義務教育に従事する教員が個人の尊厳及び社会連帯の理念に関する認識を深めるこ

との重要性にかんがみ、教員としての資質の向上を図り、義務教育の一層の充実を期

する観点から、小学校又は中学校の教諭の普通免許状の授与を受けようとする者に、

障害者、高齢者等に対する介護、介助、これらの者との交流等の体験を行わせる措置

を講ずるため、小学校及び中学校の教諭の普通免許状の授与について教育職員免許法

の特例等を定めるものであること。」

介護等体験は、教員を目指すものが、高齢者や障害者に対する介護等の体験を自ら

の体験として持つとともに、この体験を今後の教育活動に生かしていくことによって、

人の心の痛みが分かる人づくり、個人の価値観の相違を認められる心を持った人づく

りを実現することを願って行われるものです。

６．教育職員免許

状取得に必要

な基礎資格と

単位数

７．介護等体験

教
職
課
程
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≪体験内容≫

障害者、高齢者に対する介護、介助（作業補助や食事介助、排泄介助など）のほか、

障害者、高齢者との話し相手、散歩の付き添い等の交流体験、あるいは掃除や洗濯な

どの施設職員の業務補助など幅広い内容が想定されますが、体験先の施設種別は様々

であるため、体験内容も施設等により大きく異なります。

≪介護等体験の参加資格≫

①将来教員を志望する者

②健康で教員としての適格性を有する者

③特別支援教育に対する理解があり、障害者に対する配慮のできる者

≪体験施設・期間等≫

介護等体験は３年次８月〜１月の期間に、社会福祉施設（児童養護施設、障害者支

援施設、老人ホーム、老人デイサービスセンター等）で５日間、特別支援学校（盲・聾・

養護学校）で２日間の体験を行います。

なお、体験先施設、体験期間については社会福祉協議会等からの割り当てとなりま

すので、特定の施設・学校を体験先として指定することや、体験期間を指定すること

はできません。

≪介護等体験に参加する上での心構え≫

まずは小学校・中学校教諭の免許状取得のために介護等体験が義務付けられている

趣旨を十分理解することが重要です。体験期間は７日間と短いため、目的意識を持っ

て体験に参加しないと何も得られないまま体験を終えることになってしまいます。自

分なりの目標を立てて体験に臨んでください。

また、施設等の利用者には抵抗力の弱い方もいらっしゃいますので、体験中はもち

ろん、体験前においても体調管理には十分注意してください。

≪履修登録≫

本学では介護等体験を「大学が独自に設定する科目」の単位として認定しています。

介護等体験に参加する学生は、体験実施年度の前期に授業科目「介護等体験」（１単位）

を必ず履修登録してください。

「教育実習」は教育職員免許状取得のための必修科目です。教育実習は学内で行われ

る授業とは異なり、実際の学校現場において現場の教師と同様に勤務しながら教育活

動の重要な領域を行動的に経験し、教職についての認識を深め、自己の教職への適性

を把握する重要な機会となります。

教育実習の目的は、教育者としての基本的な態度・技能を身に付けることにあります。

具体的には、観察・参加・実習等を通じて教育者としての実地修練を行うことにより、

教育についての理解を深め、指導技術を体得するとともに、教育に携わる者としての

自覚と熱意を高め、優秀な教育者として活動し得る素地を養うことにあります。

これらの目的は短期間の実習のみで達成できるものではありません。日頃から、将

８．教育実習

教
職
課
程
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来教師になる者としての自覚を持ち、教育実習に耐え得る健康を保持するなど、教師

としての資質向上に努めてください。

≪教育実習の履修要件≫

①将来教職に就く意思を有し、都道府県及び政令指定都市教育委員会が実施する教

員採用試験を必ず受験すること。

②３年次終了までに以下の単位を履修済みであることを原則とする。

 ・「教養教育科目」の必要最低単位数をすべて履修済みであること。

 ・「教科及び教科の指導法に関する科目」、「教育の基礎的理解に関する科目」及び「道

徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」を

履修し、かつその成績が良好であること。

 ・「教科の指導法Ⅰ・Ⅱ」が履修済みであること。

③「事前及び事後指導」を履修すること。

④教職課程履修上の各種手続を遅滞なく済ませていること。

≪必要実習期間と履修登録科目≫

教育実習の履修登録は、取得する免許・実習期間に応じ、４年次前期に以下のとお

り登録してください。

ただし、教育実習の事前指導は３年次から始まりますので、「事前及び事後指導（１

単位）」は３年次前期にも履修登録をしてください。（単位認定は事後指導後、４年次

後期に行われます。）

取得予定免許 必要実習期間 履修登録科目
中一種免のみ 中学校で３週間以上

事前及び事後指導 単位）
教育実習 単位）中一種免・高一種免

週間以上
週間＋

椙 週間

高一種免のみ 週間以上 事前及び事後指導 単位）
教育

（2011年度以降入学生適用）
実習Ａ 単位）

中学校または高等学校で３
高等学校で２
小・中・高のいずれかで１

高等学校で２

（１
（４

（１
（２

※上記の実習パターンに該当しない場合は、パターンによって履修登録科目が変わり

ますので、必ず日進キャンパス事務課の窓口で履修指導を受けてから履修登録して

ください。

≪履修カルテとは≫

教育職員免許法施行規則の改正に伴い、2010 年度入学生から「教職実践演習」が

必修化されました。「教職実践演習」は、教職課程における授業科目の履修や教職課程

内外での様々な活動を通じて学生が身につけた資質能力が、教員として最小限必要な

資質能力として有機的に統合され、形成されたかについて、大学が求める教員像や到

達目標に照らして最終的に確認するものであり、いわば全学年を通じた「学びの軌跡

の集大成」として位置づけられるものです。

９．履修カルテ

教職実践演習

教
職
課
程
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履修カルテは、教職課程を履修する学生が、授業や課外活動などの面において、ど

のように４年間を過ごしてきたのかを記録することで、学生それぞれの優れている点

や不足している点などを把握し、４年次後期に開講される「教職実践演習」で活用す

るために導入されたものです。ただし、履修カルテは、大学側が学生それぞれの状況

を把握し授業に活用することのみを目的としたものではなく、学生自身が自らの学修

等を振り返り、自分自身を成長させていくためのツールとして積極的に活用すること

も必要です。履修カルテの作成や教職実践演習の履修を通じて、将来、教員になる上

で何が課題であるかを自覚し、必要に応じて不足している知識や技能等を補い、その

定着を図ることにより、教職生活をより円滑にスタートできるようになることが期待

されています。

≪履修カルテ作成項目≫

履修カルテは以下の項目について作成します。

①

教員免許取得に係る以下の科目の“ふりかえり”
●教科及び教科の指導法に関する科目 ●教育の基礎的理解に関する科目
●道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目
●教育実践に関する科目 ●大学が独自に設定する科目 ● その他の必修科目

②

学外活動に関する“ふりかえり”
【対象となる主な学外活動】
●教育実習 ●介護等体験（参加者は入力必須）
●ボランティア活動 ●その他教員としてプラスになる活動

③ 資質能力についての自己評価

≪履修カルテ作成時期≫

前 期 後 期
学生による履修
カルテWeb入力期間 前期合否発表開始日～指定日 後期合否発表開始日～指定日

Web入力対象項目 ●前期開講科目
●前期中に行った学外活動

●後期・通年開講科目
●後期中に行った学外活動
●資質能力についての自己評価

≪教職実践演習の履修要件≫

４年次後期に開講される教職実践演習は、教育実習と同じく履修要件を定めていま

す。次の要件を満たさない学生は教職実践演習を受けることができませんので注意し

てください。

履修要件

主たる教員免許状の取得に必要な教育実習を修了し、「教育実習」と「事前及び事後

指導」の単位取得見込みであること。

教
職
課
程
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学年 時期
ガイダンス・手続等

全般 介護等体験関係 教育実習関係

１
年
次

4 月上旬 教職課程登録ガイダンス

4 月上旬 教職課程履修費納入
履修登録届の提出

7 月中旬 履修カルテ作成ガイダンス
２
年
次

10 月中旬 第 1 回介護等体験ガイダンス
（介護等体験登録）

３
年
次

4 月上旬 第 2 回介護等体験ガイダンス
（介護等体験費用納入）

4 月中旬 教育実習内諾依頼ガイダンス
4 月中旬〜 教育実習依頼手続開始
6 月下旬 第 3 回介護等体験ガイダンス

7 月上旬 介護等体験講習会
（土曜日午後に実施）

7 月下旬 第 4 回介護等体験ガイダンス

8 月〜 介護等体験開始
（日程は施設により異なる）

体験終了後 介護等体験レポート提出
12 月中旬 教育実習承認申請ガイダンス

1 月中旬 教育実習連絡ガイダンス
（名市小中実習生のみ）

3 月末 教育実習連絡ガイダンス
（愛公小中実習生のみ）

４
年
次

4 月中旬 教育実習事前ガイダンス

4 〜 5 月 教育実習事前打合せ会
（実習校において実施）

5 〜 6 月 教育実習
（日程は実習先により異なる）

実習終了後 教育実習記録提出

7 〜 8 月 教員採用試験
（日程は受験地により異なる）

11 月下旬 教育職員免許状一括
申請ガイダンス

3 月卒業式 教育職員免許状の交付
※スケジュールは現在の予定です。詳細は S*map のジャーナル、掲示、ガイダンス

等で随時ご案内します。

10．教職課程に

おける主な

スケジュール

教
職
課
程
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「教科及び教科の指導法に関する科目」は、その教科の専門的知識、指導法等を身に
つけるための科目です。「教育職員免許法」等により教科ごとに修得すべき科目区分が
定められており、各科目区分に適した本学部の科目が配置されています。網掛けの授
業科目は、その科目区分における「一般的包括的な内容を含む科目」（各科目区分にお
いて修得すべき内容を網羅的に取り扱う科目）であり、免許取得要件上、必修又は選
択必修として設定されています。

履修にあたっては、必修及び選択必修の要件を満たした上で、法定最低修得単位（中
一種 28 単位以上、高一種 24 単位以上）を修得する必要があります。

【中学校教諭一種免許状（社会）】
免許法施行規則に定める科目

区分及び最低修得単位数 ※ 1
授業科目

単位数
※ 2

備 考
科目
区分

各科目に含める
必要事項 単位数 必修 選択

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目
（
中
一
種
28
単
位
以
上
）

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

日本史・外国史 1

日本史Ａ 2

20
単
位
以
上
修
得

日本史Ｂ 2
外国史Ａ 2
外国史Ｂ 2
外国史Ｃ 2
人間形成の歴史 2
比較文化論 2
人間の歴史 2
女性史 2

地理学
（地誌を含む。） 1

人文地理学 2
自然地理学 2
地誌 2

「法律学、
 政治学」 1

法律学（国際法を含む。） 2 1 科目以上
選択必修政治と社会（国際政治を含む。） 2

「社会学、
 経済学」 1

社会学概論 2
1 科目以上
選択必修現代社会論 2

経済学（国際経済を含む。） 2
人間関係論Ａ 2
人間関係論Ｂ 2
社会福祉論Ａ 2
社会福祉論Ｂ 2
家族社会論 2
産業と労働 2
組織と人間 2
文化人類学 2
ライフスタイル論 2
女性と社会Ａ 2
女性と職業生活Ａ 2
生活意識論 2
ジェンダー・セクシュアリティ論Ａ 2
ジェンダー・セクシュアリティ論Ｂ 2
マスメディア論 2
コミュニケーション論 2

「哲学、倫理
学、宗教学」 1

宗教と社会 2
生命倫理学 2
身体としての人間 2
臨床哲学 2

各教科の指導法
（情報通信技術の
活用を含む。）

8

社会科・公民科の指導法Ⅰ (2) （2 年次配当）
社会科・公民科の指導法Ⅱ (2) （2 年次配当）
社会科・地歴科の指導法Ⅰ (2) （2 年次配当）
社会科・地歴科の指導法Ⅱ (2) （2 年次配当）

（2022 年度以降入学生適用）

11．教職課程カリ
キュラム表

①教科及び教科
の 指 導 法 に
関する科目

人間関係学科

教
職
課
程
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科 目 名 ・・・ 一般的包括的な内容を含む科目

※ 1  「教科及び教科の指導法に関する科目」の法定最低修得単位数は、中一種 28 単位である。
法定最低修得単位数を超えて修得した単位数は、「大学が独自に設定する科目」4 単位に算入す
ることができる。

※ 2 単位数に（ ）のついている科目は、資格専門科目であるため、卒業単位には算入できない。

教
職
課
程

【高等学校教諭一種免許状（公民）】
免許法施行規則に定める科目

区分及び最低修得単位数 ※ 1
授業科目

単位数
※ 2

備 考
科目
区分

各科目に含める
必要事項 単位数 必修 選択

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目
（
高
一
種
24
単
位
以
上
）

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

「法律学（国際
法を含む。）、
政 治 学（ 国 際
政治を含む。）」

1
法律学（国際法を含む。） 2

1 科目以上
選択必修

20
単
位
以
上
修
得

政治と社会（国際政治を含む。） 2

「社 会 学、経
済学（国際経
済を含む。）」

1

社会学概論 2
1 科目以上
選択必修現代社会論 2

経済学（国際経済を含む。） 2
人間関係論Ａ 2
人間関係論Ｂ 2
社会福祉論Ａ 2
社会福祉論Ｂ 2
家族社会論 2
産業と労働 2
組織と人間 2
文化人類学 2
ライフスタイル論 2
女性と社会Ａ 2
女性と職業生活Ａ 2
生活意識論 2
ジェンダー・セクシュアリティ論Ａ 2
ジェンダー・セクシュアリティ論Ｂ 2
マスメディア論 2
コミュニケーション論 2

「哲 学、倫 理
学、 宗 教 学、
心理学」

1

心理学総論 2
宗教と社会 2
生命倫理学 2
身体としての人間 2
臨床哲学 2
感情・人格心理学 2
行動心理学 2
産業・組織心理学 2
社会・集団・家族心理学Ａ

（社会・集団心理学） 2

知覚・認知心理学 2
臨床心理学概論 2

各教科の指導法
（情報通信技術の
活用を含む。）

4
社会科・公民科の指導法Ⅰ (2) （2 年次配当）

社会科・公民科の指導法Ⅱ (2) （2 年次配当）

（2022 年度以降入学生適用）
科 目 名 ・・・ 一般的包括的な内容を含む科目

※ 1  「教科及び教科の指導法に関する科目」の法定最低修得単位数は、高一種 24 単位である。法
定最低修得単位数を超えて修得した単位数は、「大学が独自に設定する科目」12 単位に算入す
ることができる。

※ 2 単位数に（ ）のついている科目は、資格専門科目であるため、卒業単位には算入できない。

人間関係学科
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心理学科

教
職
課
程

【高等学校教諭一種免許状（公民）】
免許法施行規則に定める科目

区分及び最低修得単位数 ※ 1
授業科目

単位数
※ 2

備 考
科目
区分

各科目に含める
必要事項 単位数 必修 選択

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目
（
高
一
種
24
単
位
以
上
）

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

「法律 学（国 際
法を含む。）、
政治学（国際政
治を含む。）」

1
法律学（国際法を含む。） 2

1 科目以上
選択必修

20
単
位
以
上
修
得

政治と社会（国際政治を含む。） 2

「 社 会 学、 経
済学（国際経
済を含む。）」

1

社会学概論 2
1 科目以上
選択必修現代社会論 2

経済学（国際経済を含む。） 2
人間関係論Ａ 2
人間関係論Ｂ 2
ジェンダー・セクシュアリティ論Ａ 2
ジェンダー・セクシュアリティ論Ｂ 2
ライフスタイル論 2
社会福祉論Ａ 2
社会福祉論Ｂ 2
コミュニケーション論 2
マスメディア論 2
組織と人間 2
女性と社会Ａ 2
女性と職業生活Ａ 2
産業と労働 2
生活意識論 2
家族社会論 2
文化人類学 2

「 哲 学、 倫 理
学、 宗 教 学、
心理学」

1

心理学概論 2
宗教と社会 2
臨床心理学概論 2
知覚・認知心理学 2
認知心理学特論 2
感情・人格心理学 2
社会・集団・家族心理学Ａ

（社会・集団心理学） 2

心理学的支援法 2
行動心理学 2
産業・組織心理学 2
生命倫理学 2
臨床哲学 2
身体としての人間 2

各教科の指導法
（情報通信技術の
活用を含む。）

4
社会科・公民科の指導法Ⅰ (2) （2 年次配当）

社会科・公民科の指導法Ⅱ (2) （2 年次配当）

（2022 年度以降入学生適用）
科 目 名 ・・・ 一般的包括的な内容を含む科目

※ 1  「教科及び教科の指導法に関する科目」の法定最低修得単位数は、高一種 24 単位である。法
定最低修得単位数を超えて修得した単位数は、「大学が独自に設定する科目」12 単位に算入す
ることができる。

※ 2 単位数に（ ）のついている科目は、資格専門科目であるため、卒業単位には算入できない。
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「教育の基礎的理解に関する科目」、「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒

指導、教育相談等に関する科目」及び「教育実践に関する科目」は、教師として求め

られる要素や知識等を身につけるための科目です。「教育職員免許法」等により修得す

べき科目区分が定められており、各科目区分に適した本学の科目が配置されています。

履修にあたっては、各免許における必修及び選択必修等の要件を満たした上で、法定

最低修得単位（中一種 27 単位以上、高一種 23 単位以上）を修得する必要があります。

【人間関係学部のすべての免許状に共通】
免許法施行規則に定める

科目区分及び最低修得単位数 ※
本学の開設授業科目

（◎印：必修、〇印：選択必修）
備 考

科目
区分 各科目に含める必要事項 単位

数 中 高 授業科目 単位
数

配当
年次

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

教育の理念並びに教育に関する
歴史及び思想

10

◎ ◎ 現代教育論 2 3
人間形成の思想 2 3

教職の意義及び教員の役割・職務内容
（チーム学校運営への対応を含む。） ◎ ◎ 教師の世界 2 1

教育に関する社会的、制度的又は経
営的事項（学校と地域との連携及び
学校安全への対応を含む。）

◎ ◎ 学校と社会 2 3

幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程

◎ ◎ 発達と学習 2 1
青年心理学 2 2
学習・言語心理学 2 1
発達臨床心理学 2 3

特別の支援を必要とする幼児、
児童及び生徒に対する理解 ◎ ◎ 特別支援教育 2 1

教育課程の意義及び編成の方法
（カリキュラム・マネジメントを含む。） ◎ ◎ カリキュラムの創造 2 2

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及
び

生
徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

道徳の理論及び指導法

中 10
高 8

◎ 道徳の理論及び指導法 2 2
人 間 関 係 学
科のみ適用
中一種のみ
適用 ( 注 )

中：総合的な学習の時間の指導法
高：総合的な探究の時間の指導法 ◎ ◎ 総合的な学習の時間の

指導法 1 2

特別活動の指導法 ◎ ◎ 特別活動の指導法 1 2
・教育の方法及び技術
・ 情報通信技術を活用した教育

の理論及び方法
◎ ◎ 教育の方法と技術（情報

通信技術の活用を含む。） 2 2

・ 生徒指導の理論及び方法
・ 進路指導及びキャリア教育の

理論及び方法
◎ ◎ 生徒指導論

（進路指導を含む。） 2 1

教育相談（カウンセリングに関す
る基礎的な知識を含む。）の理論
及び方法

◎ ◎ 教育相談 2 3
教育・学校心理学 2 2

心理療法 2 3 心理学科のみ
適用

教
育
実
践
に

関
す
る
科
目

教育実習 中 5
高 3

◎ ◎ 事前及び事後指導 1 3・4
〇 〇 教育実習 4 4 中一種4単位以上

高一種2単位以上
選択必修

〇 〇 教育実習 A 2 4
〇 〇 教育実習 B 2 4

教職実践演習 2 ◎ ◎ 教職実践演習（中・高） 2 4
（2023 年度以降入学生適用）

※ 「教育の基礎的理解に関する科目」、「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、
教育相談等に関する科目」及び「教育実践に関する科目」の法定最低修得単位数は、中一種
27 単位、高一種 23 単位である。それに対し、上記の表より必修を含めた実際の最低修得単
位数は、中一種 29 単位、高一種 25 単位となる。

法定最低修得単位数を超えて修得した単位数は、「大学が独自に設定する科目」中一種 4 単位、
高一種 12 単位に算入することができる。

②教育の基礎的

理解に関する

科目等

人間関係学科

心理学科

教
職
課
程
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( 注 ) 「道徳の理論及び指導法」について
「道徳の理論及び指導法」の科目区分は、中学校教諭免許状にのみ必要とされる条件なので、

授業科目「道徳の理論及び指導法」を修得した場合、中学校教諭免許状については「道徳、総合
的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」に算入できるが、高等学
校教諭免許状については算入できない。ただし、「大学が独自に設定する科目」に算入すること
ができる。

「教科及び教科の指導法に関する科目」、「教育の基礎的理解に関する科目」、「道徳、
総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」及び「教育
実践に関する科目」のうち、最低修得単位数を超えて修得した単位数及び所定の「大
学が独自に設定する科目」の単位数を合わせて、中一種は 4 単位以上、高一種は 12 
単位以上修得しなければなりません。

【中学校教諭一種免許状（社会）・高等学校教諭一種免許状（公民）】
免許法施行規則に

定める科目区分及び
最低修得単位数

本学の開設授業科目 単位数 備 考

大学が独自に
設定する科目

中一種 4 単位以上
高一種 12 単位以上

介護等体験 1 中一種必修
道徳の理論及び指導法 2 高一種のみ適用
福祉心理学 2

中・高一種ともに選択
国際化と教育 2
学校体験活動Ⅰ 1
学校体験活動Ⅱ 1
最低修得単位数（中一種 28 単位、高一種 24 単位）を超えて修得した
①「教科及び教科の指導法に関する科目」
最低修得単位数（中一種 27 単位、高一種 23 単位）を超えて修得した
②「教育の基礎的理解に関する科目」、「道徳、総合的な学習の時間等の
指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」及び「教育実践に関する
科目」

（2022 年度以降入学生適用）

【高等学校教諭一種免許状（公民）】
免許法施行規則に

定める科目区分及び
最低修得単位数

本学の開設授業科目 単位数 備 考

大学が独自に
設定する科目

高一種 12 単位以上

福祉心理学 2

中・高一種ともに選択
国際化と教育 2
学校体験活動Ⅰ 1
学校体験活動Ⅱ 1
最低修得単位数（中一種 28 単位、高一種 24 単位）を超えて修得した
①「教科及び教科の指導法に関する科目」
最低修得単位数（中一種 27 単位、高一種 23 単位）を超えて修得した
②「教育の基礎的理解に関する科目」、「道徳、総合的な学習の時間等の
指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」及び「教育実践に関する
科目」

（2023 年度以降入学生適用）

③大学が独自に
設定する科目

人間関係学科

心理学科
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④その他の必修
科目

人間関係学科
心理学科

教育職員免許法施行規則第 66 条の 6 に定められている科目であり、「日本国憲法」

「体育」「外国語コミュニケーション」「数理、データ活用及び人工知能に関する科目又

は情報機器の操作」の科目区分について、各 2 単位以上修得する必要があります。

【人間関係学部のすべての免許状に共通】
免許法施行規則に定める科目区分

及び最低修得単位数 本学の開設授業科目
単位数

備 考
必修 選択

日本国憲法 2 日本国憲法 2

体育 2

健康とスポーツの理論 2 1 科目以上
選択必修スポーツ文化論 2

スポーツ実習Ａ 1
スポーツ実習Ｂ 1

外国語コミュニケーション 2

外国語（英語 A） 1
外国語（英語 B） 1
外国語（英語 C） 1
外国語（英語 D） 1
外国語（ドイツ語Ⅰ） 1
外国語（ドイツ語Ⅱ） 1
外国語（フランス語Ⅰ） 1
外国語（フランス語Ⅱ） 1
外国語（中国語Ⅰ） 1
外国語（中国語Ⅱ） 1
外国語（ポルトガル語Ⅰ） 1
外国語（ポルトガル語Ⅱ） 1
外国語（スペイン語Ⅰ） 1
外国語（スペイン語Ⅱ） 1
外国語（ハングルⅠ） 1
外国語（ハングルⅡ） 1

数理、データ活用及び人工知能に
関する科目又は情報機器の操作 2

コンピュータと情報Ⅰ 2
コンピュータと情報Ⅱ 2

（2022 年度以降入学生適用）

教
職
課
程
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（学則別表第８）

※○付数字は必修単位数

系列 最低必
修単位 本学開講授業科目 単位数 開講

年次 備考

学
芸
員
資
格
取
得
に
関
す
る
科
目

生涯学習概論 2

必
修

９
系
列

19
単
位

生涯学習概論 2 2 － 4 資格
専門 １科目

以上
選択
必修

生涯学習各論 2 ３・４ 資格
専門

生涯学習論 2 ３・４

博 物 館 概 論 2 博物館概論 ② 1 － 3
博物館経営論 2 博物館経営論 ② ２・３
博物館資料論 2 博物館資料論 ② ２・３
博物館資料保存論 2 博物館資料保存論 ② 2 － 4
博物館展示論 2 博物館展示論 ② 2 － 4
博物館教育論 2 博物館教育論 ② 2 － 4
博 物 館 情 報・
メ デ ィ ア 論 2 博物館情報・メディア論 ② 2 － 4

博 物 館 実 習 3 博物館実習 ③ 4 資格専門
（2023年度以降入学生･2024年度以降2年次編入学生・2025年度以降3年次編入学生適用）

７．学芸員資格

取得に関する

科目
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別表第２
厚生労働大臣の指定する社会福祉に関する

「指定科目」 本学開講授業科目 単位数

ソーシャルワーク演習 ソーシャルワーク演習Ⅰ 1

ソーシャルワーク演習（専門）

ソーシャルワーク演習Ⅱ 1
ソーシャルワーク演習Ⅲ 1
ソーシャルワーク演習Ⅳ 1
ソーシャルワーク演習Ⅴ 1

ソーシャルワーク実習指導

ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 1
ソーシャルワーク実習指導Ⅱ A 1
ソーシャルワーク実習指導Ⅱ B 1
ソーシャルワーク実習指導Ⅲ A 1
ソーシャルワーク実習指導Ⅲ B 1

ソーシャルワーク実習
ソーシャルワーク実習 A 6
ソーシャルワーク実習 B 2

― ソーシャルワーク特論 2
＊別表第２に掲げられた科目は、資格取得のための資格専門科目なので、修得した単位は、卒業に

必要な単位数に算入されません。

３年次の「ソーシャルワーク実習 A」、「ソーシャルワーク実習 B」を履修するため

には、次の要件を満たしていなければなりません。

実習関連科目
履修要件

授 要目科業 件

ソーシャルワーク演習Ⅰ

ソーシャルワーク演習Ⅱ

ソーシャルワーク演習Ⅲ
ソーシャルワーク演習Ⅳ
ソーシャルワーク実習指導ⅡA
ソーシャルワーク実習指導ⅡB

ソーシャルワーク論Ⅰ
ソーシャルワーク論Ⅱ

ソーシャルワーク実習指導Ⅰ
高齢者福祉論
障害者福祉論
子ども・家庭福祉論

ソーシャルワークⅠ
ソーシャルワークⅡ

・ 年次に、単位をすべて修得してい
ること

ソーシャルワーク実習指導ⅢA
ソーシャルワーク実習指導ⅢB
ソーシャルワークⅢ

年次に、科目をすべて同時に履修する
こと

社会福祉論Ａ
ソーシャルワークの基礎

１ ２

３

ソーシャルワーク実習B
ソーシャルワーク実習A

「ソーシャルワーク実習 A」では、計 180 時間以上、「ソーシャルワーク実習 B」では、

計 60 時間以上の現場配属実習を行います。実習は原則として、配属された福祉事業所・

機関において、３年次の８月から 12 月の間に行います。

履修費は以下のとおりです。その他、配属実習に際して必要となる健康診断および

各種検査（細菌検査など）の費用、交通費、宿泊費、食費、光熱水費などは別途個人

４．実習関連科目

の履修要件

５．ソーシャル

ワーク実習

について

６．履修費の納入

について

社
会
福
祉
士
（
受
験
資
格
）
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負担となります。
納入時期 履修費

第１次納入 2 年次（ソーシャルワーク実習指導Ⅰの履修登録後） 2,500 円

第２次納入 3 年次（ソーシャルワーク実習指導Ⅱ A/B の履修登録後） 22,500 円

第３次納入 3 年次（ソーシャルワーク実習 A/B の開始前） 実習施設への委託費用（別途徴収）＊

＊実習１日につき 1,200 円〜 2,500 円かかります

１年次の４月上旬（日程は別途通知）に実施する社会福祉士のⒶ履修ガイダンスと

Ⓑ新規登録ガイダンスに参加し、その際に配布する「希望届」を所定の期間内に日進キャ

ンパス事務課に提出してください。Ⓐ履修ガイダンスとⒷ新規登録ガイダンスのどち

らも参加していないと履修登録はできません。

また、１年次前期の履修登録期間に S*map の履修画面から、仮申請を行ってくだ

さい。

７．履修登録手続
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心理実習
心理実習Ⅰ １ ８０時間以上

Ⅰ：３年前期・Ⅱ：３年後期まで
Ⅲ：４年後期まで

心理実習Ⅱ １
心理実習Ⅲ １

＊１ 別表に掲げられた科目は、心理学科の専門教育科目でもあるので、修得した単

位は、卒業に必要な単位数に算入されます。

「心理演習」「心理実習Ⅰ」「心理実習Ⅱ」「心理実習Ⅲ」を履修するためには、原則

として次の要件を満たしていなければなりません。

演習実習科目
履修要件

授業科目 要 件

心理演習
心理実習Ⅰ
心理実習Ⅱ

心理学概論

２年次までに単位をすべて修得
していること

心理学研究法
心理学統計法
心理学実験
心理学特殊実験
公認心理師の職責
臨床心理学概論

２年次までに、単位をすべて
修得していることが望ましい

知覚・認知心理学
学習・言語心理学
感情・人格心理学
神経・生理心理学
社会・集団・家族心理学 A（社会・集団心理学）
社会・集団・家族心理学Ｂ（家族心理学）
発達心理学
障害者・障害児心理学
心理学的支援法
人体の構造と機能及び疾病

心理実習Ⅲ

心理的アセスメント

３年次までに、単位をすべて
修得していること

健康・医療心理学
福祉心理学
教育・学校心理学
司法・犯罪心理学
産業・組織心理学
精神疾患とその治療
関係行政論

「心理実習」では、計８０時間以上の現場実習を行います。実習は原則として、配属

された施設・機関において、３年次から行います。

履修費は以下のとおりです。その他、現場実習に際して必要となる健康診断及び各

種検査（細菌検査など）の費用、交通費、食費などは別途個人負担となります。
納入時期 履修費

第１次納入 ３年次（演習実習科目の履修登録時） 15,000 円
第２次納入 ３・４年次（実習科目の開始前または終了後） 実習施設への委託費用（別途徴収）＊２

＊２ 実習１日につき 0 円〜 7,000 円（税抜き）かかります。

１年次の４月上旬（新入生ガイダンス時）に実施します。公認心理師国家試験の受

験資格取得を希望する学生は、必ず出席してください。

４．演習実習科目

の履修要件

５．心理実習に

ついて

６．履修費の納入

について

７．ガイダンス
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社会調査士資格科目 授 業 科 目 単位
Ａ．社会調査の基本的事項に関する科目 社会調査論
Ｂ．調査設計と実施方法に関する科目 社会調査の技法
Ｃ．基本的な資料とデータの分析に関する科目 データの整理と分析
Ｄ．社会調査に必要な統計学に関する科目 統計の世界
Ｅ．量的データ解析の方法に関する科目 － －
Ｆ．質的な分析の方法に関する科目 フィールドワーク論
Ｇ．社会調査の実習を中心とする科目 社会調査実習Ａ･社会調査実習Ｂ

※1 Ｇは 科目（通年履修）を合わせて認定されます。
※2 認定科目は年度ごとに申請することになっていますので、履修年度によっ

て科目名称等が変更になる場合があります。

※1

※2

２
２
２
２

２
２

２

５．認定科目

リスト
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①資格専門科目（「８．司書資格取得に関する科目」のうち、備考欄に資格専門と記さ

れている科目）は、すべて文化情報学部（星が丘キャンパス）で開講しています。

②授業に遅れずに出席できることが履修の条件となります。キャンパス間移動による

遅刻は認められません。

③星が丘キャンパスへの車通学は禁じられています。日進キャンパスで車通学の許可

を得ている場合でも星が丘キャンパスへ車で行くことはできません。

７．注意事項

８．司書資格取得に関する科目（学則別表第８－４）

司

書

資

格

取

得

に

関

す

る

科

目

図書館法施行規則
第 条に定める科目 単位

本学開講授業科目

備 考
科 目 名

単 位 数 開講
年次必修 選択

単

位

必

修

生涯学習概論 生涯学習概論 資格専門

図書館概論 図書館概論 資格専門

図書館制度・経営論 生涯学習各論 資格専門

図書館情報技術論 図書館情報技術論 資格専門

図書館サービス概論 図書館サービス概論 資格専門

情報サービス論 情報サービス論 資格専門

児童サービス論 読書と豊かな人間性 資格専門

情報サービス演習
情報サービス演習Ａ

資格専門
情報サービス演習Ｂ

図書館情報資源概論 図書館情報資源概論 資格専門

情報資源組織論 情報資源組織論 資格専門

情報資源組織演習
情報資源組織演習Ａ

資格専門
情報資源組織演習Ｂ

科
目

単
位
以
上
必
修

図書館基礎特論 学校経営と学校図書館 資格専門

図書館サービス特論 学習指導と学校図書館 資格専門

図書館情報資源特論 デジタルアーカイブ論 資格専門

図書・図書館史 図書・図書館史特論 資格専門

図書館施設論 図書館施設演習 資格専門

図書館総合演習 ― － － －

図書館実習 ― － － －

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

１

１

１

１

１

１

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

３

２

２

２

３

３

３

２

２

２

２

２

２

２

２

１

１

１

１
２

２

２

２

２

１

２

２

22

４

（2013 年度以降入学生適用）
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１年次 10 月下旬（日程は別途通知）に実施します。ガイダンスに出席しない者は、

原則として履修できません。

他大学または短期大学からの３年次編入学生で、司書教諭課程の履修を希望する場

合は、編入学後、ただちに教務課に申し出てください。

①資格専門科目（「８．司書教諭資格取得に関する科目」のうち、備考欄に資格専門と

記されている科目）は、すべて文化情報学部（星が丘キャンパス）で開講しています。

②授業に遅れずに出席できることが履修の条件となります。キャンパス間移動による

遅刻は認められません。

③星が丘キャンパスへの車通学は禁じられています。日進キャンパスで車通学の許可

を得ている場合でも星が丘キャンパスへ車で行くことはできません。

５．ガイダンス

６．編入学生の

司書教諭課程

履修について

７．注意事項

８．司書教諭資格取得に関する科目（学則別表第８－６）

司
書
教
諭
資
格
取
得
に
関
す
る
科
目

学校図書館司書教諭
講習規程の科目 単位

本学開講授業科目

備 考
科 目 名

単位数 開講
年次必修

学校経営と学校図書館 学校経営と学校図書館 資格専門

学校図書館メディアの構成
情報資源組織論 資格専門

図書館情報資源概論 資格専門

学習指導と学校図書館 学習指導と学校図書館 資格専門

読書と豊かな人間性 読書と豊かな人間性 資格専門

情報メディアの活用 メディア・リテラシー 資格専門

３

３

２

３

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

（2011 年度以降入学生適用）
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履
修
ガ
イ
ド

国
際
交
流
科
目

授業科目 単位
数 必修 学年配当 備考

日本語Ⅰ 1 1・2・3・4

日本語Ⅱ 1 1・2・3・4

日本語Ⅲ 1 1・2・3・4

日本語Ⅳ 1 1・2・3・4

日本語Ⅴ 1 1・2・3・4

日本語Ⅵ 1 1 1・2・3・4

４単位必修
（教養教育科目領域 5 を履修したも
のとみなす）

日本語Ⅶ 1 1 1・2・3・4

日本語Ⅷ 1 1 1・2・3・4

日本語Ⅸ 1 1 1・2・3・4






